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In this paper, I aim to demonstrate the basis on which certain songs were clas-
sifi ed as Burmese classical songs or thachingyi (great song) and the manner in 
which the genre division of these songs was formed; I achieve this by analyz-
ing the manuscripts of the songs that were written from the eighteenth to the 
twentieth centuries.

Songs that are classifi ed as Burmese classical songs are referred to as thachingyi 
in Burmese or maha gita in Pali and are regarded as being Burmese “classical” 
or “traditional” songs. � ere are over one thousand songs listed under this cat-
egory, and they are divided into approximately �� diff erent genres in the song 
anthologies publication. According to the conventional literature on Burmese 
classical songs, it is evident that these genres can be clearly distinguished 
from other genres and that almost any songs can be classifi ed under a certain 
genre. � is opinion is based on the fact that all song anthologies publications 
are segregated depending on the genres that they belong to, and thus, all 
songs can be categorized to a particular genre. However, these studies do not 
address the basis on which these song anthologies are complied and the crite-
ria that determine the genre of a song.

I believe that the genres in Burmese classical songs should be examined 
from the following two perspectives. One is the definition of certain genres 
and the other is the relationship between a song and its genre. Conventional 
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Ⅰ．はじめに

本稿は，従来のビルマ古典歌謡研究でほと
んど使用されてこなかった一次資料，とくに
貝葉の検討を通じて，個々の歌謡作品が「大

歌謡 タチンジー thachingyiもしくは，マ
ハーギータmaha gita 」と呼ばれるひとつの
まとまりとして成立していく過程を追い，歌
謡がジャンル別に整理されるようになった経
緯を明らかにすることを目的とする。その際，
貝葉に記録された歌謡の性格を明らかにする

literature on Burmese classical songs claims that there exists a relationship 
between a song and its genre; according to the literature, songs determine the 
genre to which they will belong at the time of inception. However, a� er ana-
lyzing song manuscripts, I believe that the genre of a song is in fact not deter-
mined at the time of its creation.

Song manuscripts that were written from �
�� to ���� did not revise all 
the songs, albeit they did make revisions to certain kind of songs or certain 
author’s songs. By the order of King Mindon in ��
�, a song manuscript was 
written in which the song titles were compiled and edited according to genre. 
This manuscript is the oldest one where song divisions according to genres 
are evident. Many songs that were listed in U Sa’s song anthology, written 
in ���� by the order of King Mindon, were not classifi ed depending on their 
genres; however, in the ��
� manuscript, these songs have been categorized. 
Following this, all manuscripts and publications pertaining to songs that were 
published a� er ��
� began editing the songs comprehensively and compiling 
them according to their individual genres. Moreover, in these anthologies, the 
number of songs written by U Sa was considerably larger than that written by 
other authors; and, certain songs belonging to some genres were written only 
by U Sa.

Given the above, I conclude that after ��
�, all songs had a certain 
identity and could be classifi ed to a genre. However, some songs can be cat-
egorized under two diff erent genres; U Sa, who is a remarkable lyricist and 
composer, mentioned the genre of only a part of his work. � erefore, the rela-
tionship between songs and their genres is not absolute; the genre of a song 
and its relationship with the song is determined when the song is edited and 
compiled in anthologies, and not at the time of inception.
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ために折り畳み写本についても参照する。
大歌謡とは，現在，ビルマのいわゆる「古
典歌謡」，「伝統歌謡」として位置づけられる
歌謡作品群の総称である。大歌謡に含まれる
作品の多くは作者未詳である。作者名が判明
しているものの制作年代を作者の活躍年に基
づき見てみると，�
世紀から ��世紀初頭に
わたっている。歌謡は，ビルマの音楽のまさ
に中心に位置し，西洋古典音楽においては中
心をなす器楽音楽は，むしろ主流とはいえな
い。大歌謡は，その他の芸能である舞踊，演
劇，音楽の基礎となっており，いわゆるビル
マの伝統芸能の根幹を成す。大歌謡は現在で
も，仏塔祭や結婚式など各種祭事や行事では
必ず演奏され，人々の生活に欠かせないもの
となっている� 。
大歌謡に分類される作品の数は，筆者が
確認した限りでは ����篇を超える。そのう
ち現在でも演奏されるものは ���篇ほどで，
歌謡集において歌詞は残されているものの現
在では演奏されず旋律が確認できない作品も
多い。個々の作品の規模は様々であるが，歌
詞は数行から数十行にわたり，演奏時間は数
分から数十分ほどの規模である。数分で終わ
る短い曲が多いこともあり，実際に祭事など
で演奏される場合には，数曲を連続して演奏
する場合が多い。演奏は，歌手と楽器奏者か
ら構成され，楽器は，竪琴や竹琴，バイオリ
ンなどの比較的音量の小さい楽器が用いられ
る場合と，打楽器から構成される楽団 サイ
ンワイン で賑やかに演奏される場合があ
る。楽器ごとに作品のレパートリーが分かれ
ているわけではなく，多くの歌謡作品がどの
ような楽器の編成でも演奏しうる。
大歌謡は，歌謡集によって多少異なるが，

��前後のジャンルに分けられており，それ
らのジャンルの多くは �� ��世紀に現れたと

されてきた。本稿で述べる「歌謡ジャンル」
とは，ビルマ語では「歌謡の種類 thachin 
myo 」［Ministry of Culture ����: 
�の
「パッピョー patpyo 」の項目より］，「歌謡
の分類 thachin ganda 」［Hla Shwe ����: 
�］などと呼ばれるもので，英語では「歌謡
の型 song type 」［Garfi as eds. ����: �
�］，
「歌謡のクラス classes of songs［Williamson 
����: ��］，日本語では本稿と同様に「ジャ
ンル」［山口・徳丸 ����: �
］と呼ばれるも
のである。
大歌謡に関する従来の研究は，全体像を明
らかにするよりも，個々のジャンルの分析，
解説に重点を置いてきた。たとえば，ビルマ
文学研究の代表的なものである，ペーマウン
ティン Hpe Maung Tin の『ビルマ文学
史』では，パッピョー 鼓歌 というジャン
ルについて次のように語られる。

パッピョーという歌謡は，ビルマとアユ
タヤのメロディーを半々にかけあわせて
作ったものであるらしい。パッピョーの
歌謡は，アユタヤ歌謡ほどリズムが重く
ない。この歌謡を演奏するには環

サイン ワ イ ン

状太鼓
の太鼓 パッロウン を弾く人間が音頭
をとらねばならない アサ・ピョー こ
とから，パッピョー歌

タチン

謡� と呼んだと思
われる［ペーマウンティン ����: ���］
括弧内原文通り。下線部筆者 。

これはジャンル説明の従来の言及のあり方
の一例であるが，音楽面についての主観的且
つ曖昧な説明と，ジャンル名の由来という二
つの異なる次元からジャンルの定義を行おう
と試みている。しかし，実際にはパッピョー
は竪琴などの他の楽器で演奏される場合も多
く，上記の引用中に示されている名称の由来

�  大歌謡は，宮廷を中心とする場で演奏されたと考えられがちだが，ベッカーは宮廷外でも演奏され
ていたことを指摘している［Becker ��
�: �］。

�  歌謡ジャンル名の後に，「歌謡 タチン thachin 」，「音，歌 タン than 」などと付されている場
合と付されていない場合があるが，いずれの場合も指示するジャンルは同一のものである。
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はこのジャンルの形式を説明してはいない。
パッピョーと呼ばれる歌謡ジャンルが存在す
るのは事実であるが，そのジャンルとしての
枠組みを固定したものと捉え，その枠組み内
にみられる要素をいくつか選び出して叙述し
ているといえる。このような説明方法が，他
のジャンルについても同様に行われている。
一方，音楽研究においては，音楽面での
形式や構造の分析からジャンルの定義が試
みられてきた。ベッカー Judith Becker
は，古典歌謡の演奏に用いられる四つの調
律種� のいずれかで歌謡ジャンルは演奏され
ることが決まっていることを示し，弦

チョ ー

歌と
ア
ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌という二つのジャンルに属する
作品数編に特徴的な旋律を抽出することで，
ジャンルは排他的に定義されうるものという
ことを示している［Becker ��
�, 
�］。
以上のように，従来の研究においては，個々
のジャンルが明確に定義されうるものとして
認識され，そこに帰属する作品はそのジャン
ルの定義に基づいた形式を持つという前提の
もと，一部の作品の分析からジャンルの説明
が試みられてきた。歌謡ジャンルの定義につ
いて考えていく際，いくつかの指標を設定す
ることができる。中心となる指標は，� 調
律種，� 拍子，� 特定のジャンルに属す
る作品に頻繁に使用される旋律，� ジャン
ルごとに定まった前奏，� 後奏の五つであ
る。さらに，ジャンルによっては，歌詞内容
や歌詞の形式によってジャンルが定義されて

いるものもある。従来の研究においては，先
に挙げたベッカーの研究が調律種と特徴的な
旋律の二つからジャンルを捉えようとしたの
と同様に，これら指標をいくつか取り出して
説明することによってジャンルの説明が試み
られてきた。
しかし，そもそもジャンルの説明として，
絶対的な定義を持ってくるだけでは，ビルマ
の大歌謡のジャンルは捉えられないのではな
いか。実際には，上記の指標において，ジャ
ンルごとに異なるのは � の前奏のみであり，
その他の指標は，異なるジャンルで共有され
る場合がある。たとえば，ある二つの作品
が，それぞれ帰属するジャンルは異なるにも
かかわらず，同じ旋律を共有している場合が
多々みられる。また，一部の作品は，その作
品が帰属するジャンルに用いられるとされる
調律種で演奏されず，他の調律種で演奏され
るものもある� 。それだけではなく，一つの
作品が，二つのジャンルのいずれにも帰属す
ると解釈できるような事例も存在する� 。す
なわち，Aというジャンルに特徴的な指標を
用いて演奏する場合には，その作品は Aジャ
ンルと理解され，Bというジャンルに特徴的
な指標を用いて演奏する場合には Bジャン
ルと理解される。このような作品は，解釈さ
れるジャンルの指標を用いて演奏することに
よって，同じ歌詞と旋律の作品が他のジャン
ルの作品になりうる。以上のように，ジャン
ルの定義にかかわるとされる指標は複数の

�  ビルマ音階は 
音階であり，主音と音階の配置に四つの種類があり，それぞれに応じて竪琴の調弦
方法が変わる。ビルマ語では「音階 than-zin 」，「調律方法 hni-ni 」と呼ばれ，ビルマ音楽の
主要な研究者であるベッカー［Becker ��
�, 
�］やガーフィアス［Garfi as ��
�b］によっては「旋
法 mode 」と呼ばれたものである。また，ウィリアムソンは「調律 tuning 」，「調律システム
tuning system 」［Williamson ����］などと呼んでいる。本稿では，「調律種」と呼ぶことにする。

�  たとえば，前述のベッカーは，パッピョーというジャンルはアウピャン調律種 現在では主音 F
で演奏されると示しているが［Becker ��
�: �
�］，パッピョーとされる作品の中には，フニンロ
ン調律種 現在では主音 C ，パレー調律種 現在では主音 B で演奏されるものもある。

�  「丹前服 ウットーヨウン 」と呼ばれる作品は，歌謡集『国家版大歌謡』［Ministry of Culture 
��
�: 
, ��］では弦歌と編み歌の両方に掲載されている。つまり，弦歌の前奏を用いて，弦歌の拍
子 シンバルとカスタネットで演奏する を用いれば，弦歌になり，編み歌の場合も同様に編み歌
に常に用いられる前奏と，編み歌の拍子を用いれば，編み歌になる。旋律は同一であり，この例は，
旋律からはジャンルが定義されないことを示す。
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ジャンルで共有されており，また，作品によっ
てはジャンル帰属が明確にできないものがあ
る。ジャンルごとに定まっている前奏部分は，
同一ジャンルとされる複数の作品で共通して
いる。つまり，前奏部分は個々の作品とは関
係なく演奏される部分であって，個々の作品
のジャンル帰属を示すわけではない。
にもかかわらず，従来，ジャンルは固定
した境界を持ち，個々の歌謡作品はいずれ
かのジャンルに帰属するものと捉えられて
きた。その見方の背景には，��世紀末以降
刊行されたいずれの歌謡集においても作品が
ジャンルごとに分類されていることがある。
����年から現在にかけて，��点の歌謡集が
出版された。ビルマ音楽の代表的な研究者で
あるベッカー［Becker ��
�, 
�］，ガーフィ
アス Robert Garfias ［Garifas ��
�a］，
ウィリアムソン Muriel C. Williamson
［Williamson ����］をはじめ，ほとんどの
研究者が用いているのは，刊本の『歌

ギータ

謡浄化
の書』［Ba Cho ��

 ���� ］，『大

マハーギータ

歌謡大全』
［Pyone Cho ��
� ���� ］，『国家版大

マハーギータ

歌謡』
［Ministry of Culture ��
�］の �点であり，
これらの歌謡集はいずれもジャンルごとに章
を分け，作品をジャンルごとに整理して掲載
している。また，音楽家や研究者は，この �
点の歌謡集のいずれかをもって大歌謡の範囲
を示してきた。しかし，歌謡集の編集過程に
ついてはこれまで研究されておらず，大歌謡
という作品群の認識が生まれた過程や，ジャ
ンルごとに歌謡作品が整理されるようになっ
た経緯も論じられてこなかった。
筆者は，ビルマ古典歌謡におけるジャンル
について考えていく際には，ジャンル自体の
定義の問題と，個々の作品を特定のジャンル
に帰属させる点を分けて考える必要があると
考える。従来，この二点は分けて考えられて
こなかった。また，後者の点，つまり，個々
の作品とそれが分類されるジャンル区分の組
み合わせについてはこれまで疑問が持たれて
こなかったが，従来の研究でほとんど用いら

れてこなかった貝葉や折り畳み写本における
歌謡の記述を見ていくと，作品とそのジャン
ルの帰属は最初から定まっていたわけではな
く，歌謡集においてジャンル区分が現れる中
で個々の作品がいずれかのジャンルに割り振
られていったことが考えられる。そこで本稿
では，貝葉と折り畳み写本を含めて，現存す
る歌謡集について検討することによって，歌
謡集が編集されてきた過程と，歌謡集におけ
るジャンルの記載の仕方についてとくに注目
する。
以下，第Ⅱ章では，現在の視点での大歌謡
の定義について確認する。第Ⅲ章，第Ⅳ章で
は，歌謡集の貝葉と折り畳み写本にどのよう
なものが残されているかを見た後，とくに歌
謡集の貝葉が記録されてきた過程を明らかに
する。第Ⅴ章では，刊行された歌謡集につい
て検討し，貝葉と刊本における歌謡の記録の
仕方について考察する。
歌謡作品は，題名ではなく，歌詞の出だし
部分を引用することで指示される。たとえば，
「コンバウンネーミン コンバウン朝の太陽
王 で始まるパッピョー」のように呼ばれる。
歌謡集における目次も，歌詞の出だし部分が
示される。本稿でもその慣例に従い，作品の
出だし部分を固有名詞として扱い，訳さずに
カタカナで示す。

Ⅱ．大歌謡の定義

ビルマ語で「タチンジー」，もしくはパー
リ語借用語で「マハーギータ」と呼ばれるも
のを，本稿では「大歌謡」と呼んでいる。ビ
ルマ語においてはビルマ語の語彙と，それと
同じ意味のパーリ語の語彙を重ねて表記する
ことがしばしばなされる。本稿では両者を
「大歌謡」と訳語を統一するが，文献からの
引用部においては，「タチンジー」と「マハー
ギータ」のいずれが使用されているかをルビ
もしくは括弧書きで示す。
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�　大歌謡とジャンル
「タチンジー」，「マハーギータ」という
呼称は，これに含まれる歌謡が現れた時か
ら使用された名称ではなく，後の人々が使
用した言葉であると指摘されている［Hla 
Htut ���
: 
�］。文献名に「マハーギータ」
が使用されるようになったのは，����年の
『大
マハーギータ

歌謡の世界』［Yauk n.d.］，［UCL pe���
�］
が最初だと指摘されている［Hla Shwe ����: 
��］。
この二つの言葉の定義は，『ビルマ音楽
用語事典』［Khin Maung Nyunt. n.d.］と
『ミャンマー芸能・造詣芸術事典』［Ministry 
of Culture ����］には，以下のように記さ
れている。

『ビルマ音楽用語事典』
マハーギータ：王宮で使用されるタチン
ジー。
昔の王の治世，音楽の学問を厚遇し
地位を高めるために，尊いという意
味の「マハー」を挿入して使用し
た。古いタチンジーをまとめてマ
ハーギータ歌謡と呼んだ。含まれて
いる歌謡は，弦

チ ョ ー

歌，編
ボ エ

み歌，承
タチンガン

前歌，
パッピョー，ア

ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌謡，夫
ボ ー レ ー

哀歌，
モ
モ ン ・ タ ン

ン歌謡，カ
カ イ ン ・ オ ー ・ タ ン

レン族歌謡，釈
ローカナッ・タン

尊賛歌，
猿
ミャウッ・ミン・ウー・タン

王の唸りの歌，御
フレードー・タン

船歌，両
ポウ ン ジ ー・タ ン

面太鼓歌，
重
テ ー ダ ッ

畳歌，二
ドゥエジョー

行詩，主
タ ピ ャ ン

音回帰詩などである
［Khin Maung Nyunt. n.d. ���］ 下線
部筆者。以下同様 。

タチンジー：マハーギータに入れられる
歌謡の種類［Khin Maung Nyunt. n.d. 
��
］。

『ミャンマー芸能・造詣芸術事典』
マハーギータ：王宮で使用されるタチン
ジー，classical songs used in the palace

［Ministry of Culture ����: ��］ 英文は
原文通り 。

タチンジー：ミャンマー人が代々歌って
きた弦

チョ ー

歌，編
ボ エ

み歌などの歌謡，classical 
song［Ministry of Culture ����: ���］英
文は原文通り 。

上記の辞書における定義からは，「マハー
ギータ」と「タチンジー」は同じ歌謡作品群
を指すが，パーリ語借用語である「マハー
ギータ」と呼びかえることによって，より高
貴なものとして位置づけ直したことがうかが
える。一方で，『ビルマ音楽用語事典』にお
ける「マハーギータ」の説明，『ミャンマー
芸能・造詣芸術事典』における「タチンジー」
の説明において，これらの概念が包括するの
は，いくつかの歌謡ジャンルであることが示
されている。
“The New Grove Dictionary of Music and 

Musicians”では，ビルマの声楽曲は数百
の古典歌謡から構成され，それらは明確
に分類され，その歌詞は『大

マハーギータ

歌謡』
 と
『歌
ギータ・ウィトーダニー・ジャン

謡浄化の書』の二冊の刊行された歌謡集
に収められているとしているとし，この二冊
に収められた曲のほとんどが大

タチンジー

歌謡 great 
song として知られている，と述べている
［Garfi as eds. ����: �
�］。また，「両方の収
集とも歌謡の型 song type によって編集
されている。両方において最初の三つの歌
の型は大

タチンジー

歌謡の中心部を形作っており，そ
れらは古い宮廷の歌であり，また古典文学
の基礎でもある」と述べ［Garfi as eds. ����: 
�
�］，ここで挙げられている二冊の歌謡集が
「歌謡の型」 筆者がジャンルと呼ぶもの ご
とに編集されていることが強調されている。
「最初の三つの歌の型」は，弦

チ ョ ー

歌，編
ボ エ

み歌，
承
タチンガン

前歌の三つのジャンルを指す。キーラー
Ward Keeler も，「大

タチンジ ー

歌謡」がいくつか


  『大
マハーギータ

歌謡大全』［Pyone Cho ��
�］を指すと思われる。
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の「型 types of song 」から成ることを，
「 弦

チョ ー

歌やパッピョーなどを指して 以上の
歌謡の型から成る古典的なレパートリーは，
大
タチンジー

歌謡と呼ばれ，タチン thahcìñは『歌』，ジー
cìは『偉大』を意味し，数世紀にわたって
発展してきた」と述べて示している［Keeler 
����: ���］ 引用中イタリックは原文通り 。
以上のことから，現在いわゆるビルマの

「古典歌謡」とされる歌謡作品群は「大歌謡」
という言葉で総称され，歌謡集の形で視覚的
にはっきりと確認できる形を取ったものであ
り，その中身は，いくつかのジャンルごとに
分けられて構成されているものとして，認識
されていることが分かる。

�　大歌謡の時代の終わり
前述したように，大歌謡という言葉が初め
て確認できるのは ����年であったが，その
背景として，「新しい」形式の音楽が登場し
てきたことが指摘できる。植民地期前後に現
れてきた「流行歌謡 カーラボー kalabo 」
と呼ばれる種類の歌謡である。「流行歌謡
カーラボー 」という用語は，広義では流行
歌という一般的な意味を持つ一方で，狭義で
は，大歌謡とは形式を異にした，コンバウン
時代 �

� ���� 末頃から現れた歌謡を指
す。「流行歌謡 カーラボー 」は ����年代
から映画やラジオなどのメディアの中で発展
していった。
この「流行歌謡 カーラボー 」と呼ばれ
る形式の歌
 は，コンバウン時代には既に現
れており，一方，大歌謡形式の曲は王朝以
後の ��世紀になっても引き続き作られてい
たことが指摘されている［Hla Htut ���
: 
���］。大歌謡と「流行歌謡 カーラボー 」
の二つが重なり合って現れていた時期である

��世紀末から ��世紀初頭にかけては，後述
するように，貝葉に記録されていた歌謡が，
刊本として編集されて出版されていた時期で
もある。この時期に出版された，大歌謡と
表題にある各種の歌謡集に，編集者自身の
作品が含まれているのを見ることができる。
たとえば，『大

マハーギータ

歌謡大全』［Pyone Cho ��
�
���� ］には編集者のウー・ピョウンチョー
U Pyone Cho ��
� ���
 自作のパレー調
律種 現在では主音 B の作品が掲載されて
いる。パレー調律種とは，コンバウン時代の
後期に現れたとされるア

ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌，夫
ボ ー レ ー

哀歌，
モン歌などの歌謡ジャンルに使用するとさ
れる調律方法である。また，『王宮の大

マハーギータ

歌謡
集』［Myain ����］にはピアノ奏者ミャイ
ン Sandaya Hsaya Myaing 生没年不明
のパッピョー �篇が印刷されている［Hla 
Shwe ����: ��］。パッピョーは，大歌謡の中
心的ジャンルとして文学・音楽研究において
常に言及されるものである。ドー・ソーミャ
エーチィ Daw Soe Mya E Kyi ���� ����
は，「モーデーワー」，「ラミントタ」で歌詞
が始まるパッピョー作品を作っている［Hla 
Htut ���
: ���］。これらの作品が作られた
のは植民地時代であるが，現在，大歌謡とし
て有名な作品となっている。
また，大歌謡の旋律を使用して「現代風」
にアレンジしている例もある。マンダレー市
在住の作曲家 �名が共同で書いた「自由なビ
ルマ国」という歌で，担当の一人のサヤー・
ティン Hsaya Tin は，自分の担当の箇所
の一部に昔の大歌謡の「サンヤータウンチュ
ンロウン」で始まる歌から一部を選んで，新
しい歌詞を付け，ビルマ音階を西洋の楽団
とコルネットの音が目立つように作ったと
述べている［Tin ��

: �� ��］。「サンヤータ


  フラトゥッ Sandaya Hla Htut は，「大歌謡 タチンジー 」 が王の威徳を詠んだものが多いの
に対して「流行歌謡 カーラボー 」 は民衆の感情を詠んだものが多く，また前者では歌詞が韻文
であるのに対して，後者では押韻がところどころ見られはするもののより散文体に近くなっている
と述べ，「大歌謡 タチンジー 」 と「流行歌謡 カーラボー 」 の区別を主に歌詞に求めている［Hla 
Htut ���
: ��� ���］。
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ウンチュンロウン」は，ミャワディ卿
ミンジー

ウー・
サ� Myawadi Mingyi U Sa �


 ����，以
下ウー・サ によって作られた弦

チョー

歌に属する
作品である。
しかし，��世紀初頭に作られた作品の場

合，大歌謡に含められる歌謡ジャンルの形
式にのっとって作られていたとしても，大
歌謡に入れられているものといないものが
あることが指摘されている［Hla Htut ���
: 

� 
�］。現在でも大歌謡形式の作曲はされ
ているが� ，それらの作品が大歌謡に分類さ
れることはないと考えられる。歌謡集が版を
重ねる中で，大歌謡の範囲は定まっていった
と考えられる。
以上見てきたように，大歌謡と呼ばれる歌
謡作品群は，特定のジャンルに属する作品で
あり，且つ，ある時点で大歌謡として歌謡集
に含められたものということができる。逆に，
大歌謡については，そこに含められたジャン
ル名を列挙することによって説明されてい
る。従って，ジャンルは確固とした境界を持
つものと捉えられており，個々の作品はいず
れかのジャンルに分類されるものとして認識
されているといえる。しかし，以下見ていく
ように，歌謡作品群をひとつの総体として位
置づけ，その作品群を特定のジャンルごとに
分類する作業は，��世紀後半になってから
ようやく見られるようになる。

Ⅲ．歌謡集の掲載された貝葉と折り畳み写本

�　現存する貝葉と折り畳み写本
大歌謡の演奏技術は，現在に至るまで，基
本的に口頭で伝授される。演奏家の多くは，
それぞれの歌詞の旋律，伴奏，また伴奏のバ
リエーション�� を暗記している。一方，歌
詞は文書として記録されて伝えられてきた。
歌詞には多くの異本があるものの，楽譜を用
いず口頭伝承によって歌謡を学ぶ音楽家に
とって歌謡集は記憶の補助となる重要なも
のである�� 。歌謡集については，先に述べた
ように，たとえば，ベッカー，ガーフィア
ス，ウィリアムソンをはじめ，従来の研究に
おいては，刊本の『歌

ギータ

謡浄化の書』［Ba Cho 
��

 ���� ］，『大

マハーギータ

歌謡大全』［Pyone Cho 
��
� ���� ］，『国家版大

マハーギータ

歌謡』［Ministry 
of Culture ��
�］などが用いられてきた。し
かし，これら歌謡集がどのように編集されて
きたかについては研究されていない。また，
貝葉や折り畳み写本においても歌謡が残され
ているにもかかわらず，ミィンチイ Myint 
Kyi の研究［Myint Kyi ����］で部分的に
貝葉と折り畳み写本が用いられるのみで，貝
葉と折り畳み写本についても，歌謡集を掲載
したものにどのようなものが残されているの
か全体像は明らかにされていない。本章では，
現存する貝葉と折り畳み写本にどのようなも
のがあるかを示した後，原本年もしくは写本

�  ウー・サについては，「ミャワディ・ミンジー 卿 」と「ミャワディ・ウンジー 宰相 」の二通
りの記載がされるが，全て「ミャワディ卿」で統一し，引用部においては「ミンジー」と「ウンジー」
の区別はルビで示した。

�  古典形式での新しい作品は今でも書かれていると，ガーフィアスが ����年の論文中で指摘してい
る［Garfi as eds. ����: �
�］。

��  旋律は基本的に変化しないが，まれに同一歌詞の作品でも，同じ曲とはいいがたいほど異なる旋律
で演奏される場合もある。たとえば，「ターヤー thaya 」で始まる弦歌は，環状太鼓で伴奏され
る旋律に，竪琴伴奏のものと歌の旋律がほとんど異なるバージョンがある。歌詞は同じであるが，
旋律が異なる例である。

��  ウィリアムソンは，歌詞に含まれるのは言葉と歌謡のリズムのパターンのみであると述べているが
［Williamson ����: �
］，リズムのパターンは歌詞には含まれず，これも教師から全て口頭で伝え
られる。現在では，リズム シンバルとカスタネットを打つ場所 は一つ一つ自分で歌詞に書き込
んで学ぶのが一般的である。旋律，伴奏，様々な楽器による間奏部分，前奏部は，ガーフィアスの
指摘する通り，全て口承で伝えられる［Garfi as eds. ����: �
�］。
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年の分かる貝葉に焦点を当てて，歌謡集を掲
載した貝葉が，どのような経緯と構成で編集
されているかについて検討する。
分析の対象とする �
点の貝葉と ��点の折
り畳み写本は，筆者が ����年 ��月から ����
年 �月にかけて，ミャンマー国立図書館
National Library: NL ，大学中央図書館
Universities Central Library: UCL �� ，大
学歴史研究センター Universities Historical 
Research Centre: UHRC において確認し
たもの，及び，元国立図書館長のウー・キン
マウンティン U Khin Maung Tin: UKMT
氏所蔵のものである。筆者が調査した貝葉と
折り畳み写本は，次節 �の表 �と表 �に示
した。この調査では，従来からその存在が
指摘されていた��『著名歌謡作品全集』［NL 
����］を確認することができた。さらに，
����年に編集されたウー・サの名高い作品
集の貝葉写本として，ミィンチィ［Myint 
Kyi ����］などによって利用されてきたミャ
ンマー国立図書館蔵の『ミャワディ卿

ミンジー

が歴代
の王に書き贈った文集』［NL kin���］がこ
れまでは知られていたが，同作品集の貝葉写
本が大学歴史研究センターと大学中央図書館
にも所蔵されていることを確認した。国立図
書館所蔵の貝葉［NL kin���］は写本年が不
明であるが，大学歴史研究センター所蔵の貝
葉［UHRC �
�］は写本年が ����年，大学
中央図書館所蔵の貝葉［UCL pe�����］は
写本年が ����年であった。フラシュエ Hla 
Shwe は，ウー・サの作品集として作成さ
れた貝葉について，国立図書館と大学中央図
書館に所蔵されているもの以外に，ウェッ
マスッ郡長 Wetmasut wundauk，『著名歌
謡作品全集』編集者，後述 が写した貝葉
があるはずだが所在が不明となっていると
述べている［Hla Shwe ����: ��］。この貝
葉はウェッマスッ郡長の孫であるダゴン・
キンキンレー Dagon Hkin Hkin Lay に

受け継がれ，それが刊本［Zwe Sape Press 
��

］の底本であると，フラシュエは述べて
いる［Hla Shwe ����: 
�］。これは，筆者が
大学歴史研究センター図書館で確認した貝葉
［UHRC �
�］ではないかと考えられる。筆
者は同図書館の目録で確認して撮影したが，
同行した元国立図書館長の，とくに歌謡関係
の貝葉の所在に詳しいウー・キンマウンティ
ン氏もこの貝葉について把握していなかった
ため，これが「所在不明」となっていたウェッ
マスッ郡長が写した貝葉ではないかと考えら
れる。しかし，大学歴史研究センター所蔵の
貝葉と刊本では異同もあり，判断は困難であ
る。その他，従来の研究の中で刊本でのみ言
及されてきた『大

マハーギータ

歌謡の世界』の貝葉［UCL 
pe���
�］が大学中央図書館に所蔵されてい
ることが明らかになった。さらに，その他に
も，歌謡集が掲載された貝葉と折り畳み写本
を数点確認することができた。
以上，筆者が調査した貝葉と折り畳み写本
をデジタル撮影し，今回の分析に用いた。撮
影前には全ての頁をレモングラス油で清掃し
たが，中にはもともと判読が困難な貝葉や破
損した部分などが含まれるものもあり，一部
判読できない箇所が残された。また，文字の
正書法が一定していない時代のものであるた
め，同じ用語に様々な綴りが用いられている
ことも加わって，貝葉中での綴りがはっきり
と確認できない箇所もあった。本稿で必要箇
所を訳出する際には厳密に画像をチェック
し，不鮮明な箇所には「 不鮮明 」と記載し
たが，中には筆者が誤読している箇所が残さ
れている可能性も否めない。

�　貝葉の原本年と写本年
貝葉の作成年の判断の方法について，まず
述べておく。貝葉には，最初に作成された「原
本」と，それを後に筆写した「筆写本」があ
る。従って，「筆写本」が複数作られている

��  ヤンゴン大学構内に所在。
��  ［Hla Shwe ����: 
� 
�］。
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場合も多々ある。貝葉が最初に作成された年
月日については序文の中に記載され，写本で
ある場合には写本年が結語に書かれている場
合が多い。たとえば，『ミャワディ卿

ミンジー

の歌謡，
四音朗詠詩，季節詩，戯曲の台詞集』［UCL 
pe�����］の場合，序文の中に，この貝葉の
作成を命じる王の勅令が「緬暦 ����年ワー
ガウン月白分�� �日 西暦 ����年 
月 ��日 」
［UCL pe�����: kaa(k)］に出されたことが明
記され，貝葉末尾に「緬暦 ��
�年トーダリン
月白分 �日水曜日 ����年 �月 �日水曜日
に書き写し終えた」［UCL pe�����: nyan(k)］
と記載されていることから，この貝葉は筆写
本であり，����年 �月 �日に書き写し終え
たこと，原本年は ����年の勅令が出された
後に作られたことが分かる。この例のように，
「何年何月何日に書き写し終えた」と貝葉中
に記載されている場合は，その貝葉が筆写本
であるとの判断が可能である。しかし，筆写
本全てが，筆写本であることを明記している
かどうかは明らかではない。また，序文や結
語がない貝葉もあることから，貝葉によって
は原本か写本か判断が困難なものもある。作
成年しか記載されていない貝葉は原本である
可能性が高いが，決め手となる記述様式は明
確でないため，判断は困難である。
貝葉の題名については，写本が作られた時
に記されたものではなく，後から図書館での
整理のために書かれたと思われるものもあっ
た。貝葉は，鉄筆で刻まれて文字が記載され
るため，ペンなどで題名が記載されている場
合は，後から記載されたものと比較的容易
に判断できる。表 �と表 �に示した題名のう
ち，後から記載されたと考えられるものにつ
いては，題名欄に＊印で示した。表の掲載順
は，原本年もしくは筆写年の古いものから始
めたが，たとえば，ウー・サが編集した原本
年 ����年の貝葉 �点 ［UHRC �
�］，［UCL 
pe�����］，［NL kin���］ のように，同一

歌謡集に複数の写本がある場合は続けて掲載
した。また，一束の貝葉に二つの歌謡集が収
められているものもあり 表 �の �と �，��
と �� ，それらについては原本年にかかわら
ず続けて記載した。また，これら一束になっ
た貝葉については，中に収められた歌謡集 �
点ごとに貝葉 �点として数えている。
表 �に示した通り，歌謡集を掲載した貝葉
は �
点が確認できる。原本年が確認できる
貝葉のうち最も古いのは �
��年の『モンユ
エー僧正の古い楽曲集』［NL ����］，最も新
しいのは ����年の『大

マハーギータ

歌謡の世界』［UCL 
pe���
�］で，原本間の年代差は ��年間であ
る。写本年については，確認できる中で最も
新しいものは ���
年の『著名歌謡作品全集』
［NL ����］と『モンユエー僧正の古い楽曲
集』［NL ����］であり，この �点は同じ貝
葉の束に掲載されている。��世紀末から ��
世紀初頭にかけての約 ���年間の間に歌謡集
の編集及び筆写が貝葉においてなされたこと
が分かる。
原本年もしくは写本年の分かる歌謡集を年
代順に並べると表 �のようになる。
表 �からは，�
��年から ���
年にかけて，
数年から数十年おきに歌謡集が貝葉に記録
されていることが分かる。表 �中に示した
����年『大

マハーギータ

歌謡の世界』［UCL pe���
�］は，
この写本年の ��年前の ����年に刊行された
最も古い刊本であると伝えられている 後
述 。����年から ���
年頃の期間は，貝葉と
刊本の両方が作成されていたことが分かる。
一方，折り畳み写本については，表 �に

示した通り ��点が確認できる。折り畳み写
本は全て，原本年，筆写年共に記載されてい
なかった。本文中に作品が作られた年が書か
れている場合は，それらを参考年の欄に記入
した。表 �と同様に，題名が後から書かれた
と思われる場合には＊印で示した。また，折
り畳み写本を作成した者の名前が記されてい

��  新月から満月までの半月の期間。
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��  頁数は最初と最後の頁記号で示した。貝葉の頁は，ビルマ文字によって示される。�枚の貝葉の両
面をそれぞれ腹 wun ，背 kyaw と呼び，背側から頁は書き始めるが，頁を示す文字は腹側の
左端に記載される。本稿では，腹側と背側をそれぞれ k ， w と示し，たとえば「ka(w)」と示
した場合は「ka」という貝葉 �枚の背側を示す。

�
  本稿では「町領主」と訳した「ミョウザー myo za: 」と，「村領主」と訳した「ユワーザー ywa 
za: 」は，該当地域の税などの収入を得る身分を指し，実際にその地域に居住しているわけではない。

�
  独立した表紙はなく，この題名は本文最初の頁の右空白部分に記載されている［NL barnard�
��］。
��  所有者のウー・キンマウンティン氏が，貝葉序文の記載「歌謡題名数の御記録」［NL barnard��

: 

kaa(w)］に基づき，表紙にこの題名を記載した。
��  この部分の貝葉の右半分が欠けているが，ここには結語部分が記載されていることから，頁はおそ

らくここで最後である。
��  独立した表紙はなく，本文の頁の右空白部分に記載されている。
��  刊本の初版年とされている年を記入した。
��  『大

マハーギータ
歌謡の世界』の一部として書かれたもので，頁途中に「�
精

ナ ッ ・ フ ニ ュ ン ・ ナ ッ ・ タ ン
霊を指示する精霊歌」と書かれて

いる［UCL pe���
�: ngi(k)］。
��  最初のページが破損しており，また ���曲目からページが残されておらず，年代は確認できなかった。
��  貝葉の頁記号の記載箇所が破損しているが，次の頁番号から推察した。
��  独立した表紙はなく，本文の頁の右空白部分に記載されている。

表 �．歌謡集を掲載した貝葉

題名 編者 原本年 筆写年 頁数�� 請求番号

� モンユエー僧正の古い楽曲集 モンユエー僧正 �
�� ���
 dhay(w)-phii(k)
NL ����

� 著名歌謡作品全集 ウェッマスッ郡長 ― ���
 ka(w)-dhe(k)

� �
精
ナッ・タン・タチン
霊の歌 ウー・サ ���� ���� nuu(w)-phaa:(k) NL tin
�

� 筏
ア ン ・ ジ ン
乗り歌＊ ― ���� ― zi(w)-zhaa(k) NL taung
��

� ��の季節の合
エー・ジン
唱歌＊ ― ― ��
� ka(w)-kuu(k) NL barnard
��




ミャワディ町領主�
 軍司令
官が整理した �
精

ナ ッ ・ タ ン
霊の歌。

宰
ウンジー
相パデータヤーザーの詠ん

だ �
精
ナ ッ ・ タ ン
霊の歌�


ウー・サ ― ��

 ka(w)-ghaw(k) NL barnard�
��


 表紙なし ミャワディ 卿
ミンジー

文集
ウー・サ ���� ���� ka(w)-nyo(k) UHRC �
�

�
ミ ャ ワ デ ィ 卿

ミンジー
の 歌 謡，

四
ル ー タ ー
音朗詠詩，季

ヤ ド ゥ
節詩，戯曲の

台詞集
ウー・サ ���� ���� ka(w)-nyan(k) UCL pe�����

� ミャワディ卿
ミンジー
が歴代の王に書

き贈った文集
ウー・サ ���� ― ka(w)-� an(k) NL kin���

�� 歌謡題名数の御記録＊�� ― ��
� ka(w)-khuu(k)�� NL barnard��



�� 大
マハーギータ
歌謡の世界�� ウー・ヤウッ ������ ���� ka(w)-ngi(k)

UCL pe���
�
�� �
精霊を指示する精

ナッ・タン
霊歌�� ウー・サ ― ���� ngi(k)-she(k)

�� 精
ナッ・チン
霊歌 ― ― ― ka(w)-kaa:(k) NL taung�

�

�� 題名なし 弦
チョー
歌 �� ― ― ― gu(w)�� -ngan(w) UKMT pe�

�� 第 �巻，大承
タチンガン
前歌，中承

タチンガン
前歌，

小承
タチンガン
前歌，精

ナッ・タ チ ン ガ ン
霊承前歌の記録

― ― ― ka(w)-gi(k) UKMT pe�

�
 大
タチンジー
歌謡の記録＊ ― ― ― ka(w)-gi(k) NL tin
�

�
 インワ王時代に書かれた女性
を思う大承

タチンガン
前歌�� ― ― ― ka(w)-khaa(k) UKMT pe�

［出典］上記各貝葉より筆者作成。
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表 �．歌謡関連貝葉写本の原本年，写本年

�
�� ���� �� �� �� �� 
� 
� �� �� ���� �� ��
�
�� 原本年 『モンユエー僧正の古い楽曲集』

���� 原本年 『�
精霊の歌』
���� 原本年 『筏乗り歌』

���� 原本年 『ウー・サの文集と歌謡集』 貝葉 
, �, �の統一名称
��
� 写本年 『��の季節の合

エー・ジン
唱歌』

��
� 原本年 『歌謡題名数の御記録』
��

 写本年『ミャワディ町領主軍司令官が整理した �
精霊の歌』
刊本 ����『大

マハーギータ
歌謡の世界』

���� 写本年 『大
マハーギータ
歌謡の世界』

���
 写本年 『著名歌謡作品全集』
『モンユエー僧正の古い楽曲集』

［出典］表 �より筆者作成。

表 �．歌謡集を掲載した折り畳み写本

題名 参考年 請求番号

� 諸々の大
タチンガン・ジー
承前歌集 ���� NL pu���

� �
精
ナ ッ ・ タ ン
霊の歌＊ ��
��
 NL pu���

� 諸々の大
タチンジー
歌謡の折り畳み写本 ���� NL pu���

� 王女をエメラルドの揺り籠に乗せる吉祥の四
ル ー タ ー
音朗詠詩，

王
フ ル エ ー ・ ジ ン
宮揺り籠歌，銅

ヨーダヤー・チェートワー・テー
鼓アユタヤ歌，威徳を詠んだ歌各種

�����
 NL pu���

� 舟歌集＊ ������ NL pu���


 題名なし 筏
ア ン ・ ジ ン
乗り歌他掲載 ― UKMT pu

�


 ミャワディ町領主卿
ウンジー
の詠んだ �
精

ナ ッ ・ タ ン
霊の歌 表紙のみ ― NL pu���

� 軍司令官ミャワディ卿
ミンジー
が詠んだ諸々の歌謡の折り畳み写本 ― NL pu���

� ウェータンダヤー舟歌 ― NL pu���

�� 大承
タチンガン
前歌集の折り畳み写本 ― NL pu�


�� タウンロウンフマイン御舟官吏らに与えた歌謡 ― NL pu���

�� 大臣，ンゲートー枢密官，ウー・ワインらの詠んだパッピョー，
カ
カ イ ン ・ オ ー
レン族歌謡，御

フレーテッサン・タン
船歌 �� ― NL pu���

�� 諸々の承
タチンガン
前歌の折り畳み写本 ― NL pu�
�

�� パッピョー �
，緩
テートゥエ
慢歌 �，ア

ヨ ー ダ ヤ ー
ユタヤ歌 �，ダ

デ イ ン ・ タ ン
ウェー語歌謡 �，

テ
テ イ ン ガ ー ・ タ ン
インガー氏歌謡 �，御

フレー・タン
船歌 � 数が記載されている

― UKMT pu���

�� 伝統的に教授する演奏。古い弦
チョー
歌，編

ボ エ
み歌，承

タチンガン
前歌集 ― UKMT pu���

�
 大
タチンジー
歌謡 ― UKMT pu���

�
 パッピョー歌謡 ― UKMT pu

�

�� 季
ヤ ド ゥ
節詩，四

ル ー タ ー
音朗詠詩，釈

ローカナッ・タン
尊賛歌�� ，タヤー音，テー音�� の歌謡＊ ― UCL pbk��



［出典］筆者作成。

�
  ��頁に「緬暦 ����年ピャードー月白分 �
 不鮮明 日 西暦 ��
�年 ��月 」 という走り書きがあ
るが，この写本の筆写年かどうかは不明。白分 �
日 黒分 �日 の場合は，西暦 ��
�年 ��月 ��日。

�
  序文に，「 前略 その年 ����年 ，ナドー月白分 ��日 西暦 ����年 ��月 ��日 の素晴らしい
吉祥の時間に，エメラルドの揺り籠に乗せる儀式において，アッガマハーテナーパティ軍司令官レー
カイン町領主大臣ミン・タトートゥダンマ・マハーテットーシェーが詠み贈ったエメラルドの御揺
り籠に乗せる吉祥の四

ル ー タ ー
音朗詠詩，王

フ ル エ ー ・ ジ ン
宮揺り籠歌，銅

ヨーダヤー・チェートワー・テー
鼓アユタヤ歌，御威徳を詠んだ歌各種」とある。

����年 西暦 ����年 がこの折り畳み写本自体の筆写年かどうかは不明。
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るものがなかったため，作者名欄は付さな
かった。
表 �に示した折り畳み写本 ��点の表題を

見ると，貝葉の表題に比べて，歌謡ジャンル
の名称が細かく記載されていることが指摘で
きる。貝葉が量的にもまとまった形の歌謡集
を意図して作られ，対して折り畳み写本は，
メモとして個々の歌謡から選んだものを記載
したことが推察される。従って，歌謡集の編
集過程を見ていくには貝葉が適当であるの
で，次章では貝葉を中心に検討する。

Ⅳ．貝葉歌謡集の構成

折り畳み写本には序文や結語，作成年など
が記載されておらず，書物というよりはメモ
のように使用されていることに対して，貝葉
の場合はひとつの文書として，作成年が記載
され，編集の意図がはっきりしているものが
多く見られた。以下では，原本年もしくは写
本年の記載のある貝葉 
点を中心に，これ
らの貝葉が作られた経緯と歌謡ジャンルの記

載の仕方について検討していく。

�　『モンユエー僧正の古い楽曲集』［NL ����］
�
世紀のタールン王の時代 � alun 在

�
�� �� に，既に歌謡の記録がなされてい
たことがこれまで指摘されているが�� ，現在
確認できる最古の歌謡集は，コンバウン時
代のボードーパヤー王治世 �
�� ���� の
�
��年に編集されたといわれる［Hla Htut 
���
: 
�］，モンユエー僧正 �


 ���� に
よる『モンユエー僧正の古い楽曲集』である
［Myin Kyi ��
�: ��� ���］。図 �は，この題
名が刻まれた表紙である。
図 �の中央に「モンユエー僧正の古い楽
曲集 Monywe hsayadaw she ti-gyek than-
zu と表題が書かれており，左上には「dhay
頁から始まり phii頁で終了。第 ��巻」と書
かれている。この貝葉写本は，後述の『著名
歌謡作品全集』と同じ貝葉の束に続けて掲載
されており，『著名歌謡作品全集』が「第 ��
巻」に相当する部分までで構成されるため，
その続きとして，『モンユエー僧正の古い楽

��  緬暦 ����年 西暦 ����年 に書かれたと記載のある作品が �編掲載されている。
��  本文中の作品には「御船歌 フレー・ジン 」 と記載されているため，「御船歌」として訳した。
��  「ローカナッ loka nat」はパーリ語の loka-nathaに相当し，世尊 仏陀の敬称 を意味するが，

ビルマでは両足にシンバルを挟んで打つ格好で示され，歌舞音曲のシンボルとして使用される
［Ministry of Culture ����: ��
］。本稿では「釈尊賛歌 ローカナッ・タン 」と訳したが，この歌
謡ジャンルは，「空飛ぶ象と虎の戦いを音楽の音色で仲裁したローカナッを詠んだ歌の種類」と説
明される［Ministry of Culture ����: ��
］。

��  口唱歌で用いられる音名であるが，ここでは「歌」という意味で使用していると考えられる。
��  フラトゥッは，現在行われているような，大歌謡の演奏・歌唱について知識人が集まって協議し

正しい形を作成する事業のようなものがタールン王の時期に最も早く見られると述べている［Hla 
Htut ���
: 
�］。フラトゥッはさらに，この時代，ウー・エー大臣 Mingyi U Aye が知識人達
と比較協議し話し合いをして，演奏法 �
曲の含まれる『ナラレカ Naralehka 』という名の文献
を編集し記述したと，連邦文化論文集『正しい歌舞音曲の形の見本』という記事に書かれている
と述べている［Hla Htut ���
: 
�］。同様に，ウィリアムソンはウー・キンゾウ U Khin Zaw
からの引用を用いて次のように述べている。「彼 タールン王 の有名な大臣であるウー・エー
は『ナラレカ』という名の，精霊儀式を含むといわれ，�
の精霊それぞれのための『歌謡，踊り，
儀式と装飾様式』の編集物といわれるビルマ音楽の論文を用意していた。この論文は後にミャワ
ディ卿

ウンジー
ウー・サによって改訂・増補された」［Williamson ����: ��］。このテキストは後に王室出

版 royal press から印刷されたが，ウー・キンゾウがいうには，土着の音楽のビルマの歴史的
文献としてだけ知れられるこの本は紛失し，彼自身もコピーも見つけられなかった。彼の友人の
ウー・サンウィン U San Win が一度，折り畳み写本の形で見たことがあるという［Williamson 
����: �� ��］。残念ながら，この『ナラレカ』についても，ピアノ奏者フラトゥッの引用文献につ
いても筆者は確認できなかったが，この文献は，後で述べるウー・サの『�
精霊の歌』のもとになっ
たのではないかと考えられる。
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曲集』について「第 ��巻」と書かれている。
言及されている頁数は，この表紙以降の該当
頁である。
図 �はこの貝葉の結語部分を示したもの
であるが，図中の矢印で示した部分には，
「��
�年ナドー月白分 ��日 西暦 ���
年 ��
月 ��日 に，歌謡集であるハータザワニ
カーニャナ・ミンザリー・チャン Hatha 
zawanikanyana minzari kyan 優れた機知の
書 を筆写し終えた 下線部と括弧筆者 」
とあり，表紙頁に記載されている名称とは別
の書名が記載されている。この貝葉は通常，
ここに記載されている「ハータザワニカー

ニャナ・ミンザリー・チャン」というパーリ
語による名称で呼ばれる。筆者が確認できた
のは，国立図書館所蔵の筆写年 ���
年の貝
葉と，同図書館で作成された手稿である�� 。
また，この貝葉には，「筆写し終えた」と書
かれているので，原本ではなく写本であるこ
とがはっきりと分かる。
貝葉にある序文には，この貝葉が作成され

るに至った経緯が以下のように記されている。

　王室財務担当役人の申請事項。モンユ
エー僧正の命。皇太子の財務担当役人
ヤンダメイッチョーゾワー Yandameit 

��  その他，数多くの写本を筆写もしくはタイプ打ちにして出版したことで著名なウー・トゥンイー U 
Htun Yi によってタイプされたものが，��
�年頃に印刷され ���部ほど発行されたと元国立図書館
長のウー・キンマウンティンが述べていることをフラシュエは指摘している［Hla Shwe ����: ��］。

図 �．『モンユエー僧正の古い楽曲集』の表紙
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL ����: dhay(k)］，����年 ��月 �日筆者撮影。

図 �．『モンユエー僧正の古い楽曲集』の結語部分
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL ����: phi(w)-phii(k)］，����年 ��月 �日筆者撮影。
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Kyaw Zwa が申し上げました。モ
ンユエー祇園精舎マハーウィハーラ
Monywe zetawun maha wihara にお
いて修行されている聖者 Ariya ウン
タアーデイッサヤンティ御仁体。御檀家
である国王の側近で国王のお傍にいる者
達は，国王陛下のご希望があり，いかな
る学問であるとを問わず，国王陛下のご
希望に従って学び，ご質問があれば申し
述べなければならない。弦

チョー

歌を集めた歌
謡�� を学び記憶したいので，探して収
集することを企画したが，在家であるの
でその暇がない。御仁は，真実の知識を
たくさんお持ちの方であるので，完全に
集めるのは容易でしょう。集めてお与え
下さい�� 。
　モンユエー祇園精舎の僧正の聖者ウン
タアーデイッサヤンティ様の慈愛の言葉
を聞くべき檀家の王室財務担当役人ヤン
ダメイッチョーゾワーよ，檀家が申し上
げた言葉は，御檀家らは在家であるので
その暇がないというなら，出家は暇だと
いう意味になる。出家達も個人の利益
attahita のために仏塔の平屋根を拝む
こと，菩提樹の平屋根を拝むこと，経典，
律蔵の遵守，聖典研究，内観の義務，内
観などを増さなければならないことのた
めに，空いている時はない。檀家が述べ
たことを探し考えていたら，今述べた個
人の利益のための勤め，実践が減ってし
まう。その個人の利益のための勤めと実
践をも減らさないのがよく，檀家が述べ
た公益 parahita をものがれないのが
よい，と思案されている時，後略 ［NL 
����: dhay(w)-dho.(w)］。

上の序文により，皇太子の財務担当役人ヤ
ンダメイッチョーゾワーという人物が，国王
から質問があった際に答えることができるよ
うに，弦

チョ ー

歌などの歌謡を学び覚えたいので，
それらの歌謡を収集するようモンユエー僧正
に要請した経緯を知ることができる。しかし，
モンユエー僧正は出家としての自分の勤めに
時間を割く必要があるので忙しいと渋った。
その後，ヤンダメイッチョーゾワーがモン
ユエー僧正に対して，個人の利益 積徳 と
公益の両方をなすことが重要であるなどと懸
命に説得した様子が書かれ，モンユエー僧正
は最後に，次のように述べて引き受けている。

前略 空いている時間に収集しよう。
そのように収集しても，全てを完全に収
集できることはない。収集した限りを書
き記そう。檀家の王室財務担当役人ヤ
ンダメイッチョーゾワーよ［NL ����: 
dhaw(k)］。

以上のように，モンユエー僧正は，可能な
範囲で歌謡を収集し記録することを了解し
た。上記の序文の後に，この貝葉に掲載され
ている歌謡の題名が列挙された後，合計 �


編�
 の歌詞が掲載されている。掲載作品の
題名には，ジャンル名が弦

チョー

歌と記載されてい
るものが多く含まれる。また，口唱歌の形の
歌詞を多く掲載している点が特徴的である。
口唱歌は，楽器演奏の音を指示する言葉で，
言葉としての意味は持たない。この貝葉に掲
載された作品は，歌詞のみが残されており，
現在では演奏されないもので，旋律などは
分からないと指摘されている［Nan Nyunt 
Swe n.d: �
］。口唱歌については本稿では詳

��  「弦歌を集めた大アチンガン kyo zu achinghan gyi mya Ûkái:cuaRKN':KMÛkI:mYA: 」とある。「アチンガ
ン achinghan 」 は他に使用例を見ないため意味が定かではないが，「アチン achin 」は「タチ
ン thachin 」 歌謡 と同じ「歌謡」の意味であるので，一般名称としての「歌謡」を指す言葉
だとここでは捉えた。

��  原文ではこの箇所は改行されていない。
�
  ミィンチィは���篇掲載されているとしており［Myin Kyi ��
�: ��� ���］，一方，ナンニュンスウェは

���篇掲載されているとしているが［Nan Nyunt Swe n.d: �
］，筆者の数えたところ �

編であった。
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述しないが，この貝葉には同一題名の複数の
作品が掲載されており，そのような同一題名
の作品中に，口唱歌と歌詞のある作品の組み
合わせが ��組見られることから，口唱歌は
同一題名の歌詞のある作品の演奏部分を記録
したものとも考えられる。

�　『��精霊の歌』［NL tin	�］
同じくコンバウン時代に，ウー・サによっ
ても歌謡の収集・編集がなされた。ウー・サ
は，バジードー王治世 Bhagyidaw ���� �

の ����年に，ボードー王治世 Bhodaw 
�
�� ���� に開催された精霊祭のプログラ
ムと昔の演奏法を収集し記録することを任せ
られた［BTS ��

 (vol. ��): ���］。この『�

精霊の歌』の中で，残されている貝葉は，筆
写 年 が ����年［NL tin
�］，��

年［NL 
barnard�
��］，����年［UCL pe���
�］ の
貝葉 �点と，��
�年に書かれた可能性のあ
る折り畳み写本［NL pu���］�点である。こ
れは，歌謡集刊本『大

マハーギータ

歌謡の世界』［Yauk 
n.d.］，『新大

マハーギータ

歌謡』［� uriya Press ����］の
歌謡集刊本 �点にも掲載されている。����
年の貝葉は原本である可能性が大きい。こ
の貝葉の表紙を図 �に示した。中央に「�

精 霊 の 歌 � ounze-hkuna min nat-than 
thachin」と書かれ，右側には「ボウンチョー

僧正 Bhounkyaw hsayadaw 」と，この貝
葉の所有者であると思われる人物の名前が書
かれている。
この貝葉には序文がなく，結語の中にこの
貝葉が記載された経緯が書かれている。結語
は以下の通りである。また，結語部分がどの
ように記載されているかの例として，この貝
葉の結語部分を図 �に示した。

緬暦 ��

年ダザウンモン月�
 白分 �日
西暦 ����年 ��月 �
日 に，昔から代々
奉納してきた �
の精霊のために集会所
で祭事を開催し踊り演奏する際に，太鼓
pat ，笛 hne ，シンバル lingwin
をどのように演奏し踊るかという情報，
精霊の宮を守る人�� らがどのように衣
装を纏うかの記録を，精霊の宮を守る人
や演奏者達に訊ねて記録しなければなら
ない。非常に威徳の高い皇太子の勅令を
遵守しなければならないことに従い，皇
太子の南のバルコニーで環

サ イ ン

状太鼓�� 奏
者のミィッター�� ，中国人たち及び演奏
ができる者達に訊ねて演奏し示させる
と，記録しておいた着飾り方，演奏方法
と共に，緬暦 ����年ダディンジュッ月
白分 �日 西暦 ����年 �月 ��日 に，
偉大な精霊の宮を守る人�� であるカウィ

図 �．『��精霊の歌』の表紙（中央から右部分）
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL tin	�］，����年 ��月 �日筆者撮影。

�
  ビルマ暦第 �番目の月で，太陽暦の ��月頃に当たる。
��  原語は「nat thein nat ne nt'Tin'nt'en」。精霊が祀ってある祠を管理する人。彼らが中心になって

祭礼をする。
��  前述の「環状太鼓 サインワイン 」と同じものを意味する。
��  原語は「myit tha eRmt'sA」と書かれており，人名と思われる。
��  原語は「nat thein gyi nt'Tin'ÛkI:」となっているが，先の「nat thein nat ne」と同じ意味と捉えて

訳した。
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デーワチョー，王統史 不鮮明 ，王統
史に通じている人たちと照合し，�
の
精霊の素性，着飾り奉納し演奏する方
法，精

ナッ・タン

霊歌を，マハーゼーヤトゥラ，ミ
ンジー・マハーティーラトゥラの称号を
持つ王宮の枢密官ミャワディ町領主が
記録し収集した目録文書��［NL tin
�: 
phan(w)-pha:(k)］括弧内アルファベッ
トは原文，その他は筆者 。

上記の結語にある「ミャワディ町領主」は
ウー・サのことであり，この貝葉が ����年
�月 ��日にウー・サによって作成されたこ
とが分かる�� 。先にも述べたように，貝葉の
作成年は序文に書かれ，写本である場合は写
本年が結語に書かれる場合が多い。しかし，
この貝葉には序文がなく，結語に作成年のみ
が記されていることから，この貝葉自体が原

本である可能性が考えられる。
精霊歌は，本稿第Ⅴ章の表 ��で示すよう
に，後の歌謡集の中には含まれない場合もあ
る。後述する貝葉の『歌謡題名数の御記録』
��
�年 ［NL barnard��

: khi(k)］や刊本
の『歌

ギータ

謡浄化の書』［Ba Cho ��

: ��
 ���］
では，精霊歌はジャンル名として挙げられて
いるが，精霊祭で使用するという限定された
目的のためか，大歌謡として含める歌謡集と
含めない歌謡集があると考えられる。

�　 『ウー・サの文集と歌謡集』［UHRC �	
］，
［UCL pe�����］，［NL kin�
�］
これは，『�
精霊の歌』と同様に，ウー・
サが編集しているが，こちらは彼個人の作品
をまとめたものである。筆者が確認した貝
葉写本は ����年，����年と，年代の記載さ
れてないものの計 �点である�� 。����年写

��  この後，「neiban pissayo ho tu nibÄAn'pc´eyAehAtu」とお経で締めくくられている。
��  この貝葉に実際に文字を刻んだ人物がウー・サであるかどうかについては，確認できない。
��  マウンチィシン Maung Kyi Shin によっても，この貝葉が �冊あり，国家経庫 国立図書 ↗

図 �．貝葉における結語部分（『��精霊の歌』［NL tin	�］の結語部分より）
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL tin	�: phan(w)-pha:(k)］，����年 ��月 �日筆者撮影。
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本［UHCR �
�］の表紙には表題等の記載
はないが 図 �参照 ，����年写本［UCL 
pe�����］の表紙には「ミャワディ卿

ミンジー

の歌謡，
四
ル ー タ ー

音朗詠詩，季
ヤ ド ゥ

節詩，戯曲の台詞集」 図 

参照 と書かれ，筆写年の記載されていない
国立図書館所蔵の貝葉［NL kin���］の表紙
には，「ミャワディ卿が歴代の王に書き贈っ
た文集」と記載されている 図 
参照 。
図 �は，����年写本の表紙 図 �参照
の次の頁であり，序文に当たる部分である。
貝葉 �点及び刊本を照合すると，綴りが
異なる箇所の他，部分的な脱落と思われる箇
所が見られたが，作品の掲載順など内容は
ほぼ同じである。従って，それぞれの底本は
同じであると推察できることから，これらの
貝葉を，刊本の題名を取って『ウー・サの文
集と歌謡集』と便宜的に本稿では呼ぶこと
とする。また，国立図書館所蔵の貝葉の表

紙左側には「レーカイン町領主小銃兵団指
揮官卿

ミンジー

の文書」と所有者名が記載されてい
る 図 
参照 。この人物は，コンバウン時
代の代表的な年代記である『コンバウン王統
史』［Maung Maung Tin ���� ���� ］ に
登場する「レーカイン町領主保

キ ン ウ ン

安徴税監督官
小銃大臣」と同一人物であると考えられる。
『コンバウン王統史』［Maung Maung Tin 
����: ���］の中では，緬暦 ����年ダザウン
モン月黒分�� ��日 西暦 ��

年 ��月 ��日
の出来事について記載されている頁にこの人
物が登場している。従って，この国立図書館
所蔵の貝葉は写本年が記載されていないが，
��

年前後の時期に書かれたことが推察さ
れる。序文に，この貝葉が作成された経緯が
記載されている。ここでは，写本年が明記さ
れている中で最も古い ����年写本に基づき
その序文 図 �参照 の訳を以下に示す�
 。

図 
．『ウー・サの文集と歌謡集』（����年写本）［UHCR �	
］の表紙
［出典］大学歴史研究センター所蔵貝葉［UHRC �	
］，���
年 �月 ��日筆者撮影。

図 	．『ウー・サの文集と歌謡集』（����年写本）［UCL pe�����］の表紙
［出典］大学中央図書館所蔵貝葉［UCL pe�����］，���
年 �月 ��日筆者撮影。

図 �．『ウー・サの文集と歌謡集』（写本年不明）［NL kin�
�］の表紙
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL kin�
�］，����年 ��月 ��日筆者撮影。

↗ 館 にあるキンウンミンジーの貝葉，ヤンゴン大学図書館のもの，歴史委員会 大学歴史研究セン
ター のものであると指摘されている［Maung Kyi Shin ��
�: ��� ���］。

��  満月過ぎの月の後半。
�
  序文の出だしにパーリ語の総礼文があり，大学中央図書館蔵の写本［UCL pe�����］と国立 ↗
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歌謡集。宰
ウンジー

相ミャワディ町領主卿
ミンジー

マハー
ティハトゥラ�
 が若い時から ��歳に至
るまで，代々の国王陛下が表彰し奨励な
されたことにより，書き詠んで献呈した
季
ヤ ド ゥ

節詩，四
ル ー タ ー

音朗詠詩と楽器のタヤー音，
テー音 以上音名 をはじめとする 

音�� で詠み演奏した全ての音と共に詠
んだ歌謡を集めたもの。緬暦 ����年ダ
グー月 西暦 ����年 � �月 ，ヤダナー
テインガ シュエボー の国々の灯りで
あるコンバウンの威光が開いた六牙象��

王の主人であり，偉大なアマラプラの第
三の王宮の主である国王陛下大正法王の
王子であり愛児であられる北側のミンド
ン町と共に七金山�� を治める大王子の
父君の国王陛下，兄君陛下の六牙象王
の主人であられる国王陛下二代にわた
り，国政を一任なされて，御国務院へ行
かれて決定をなされる，布施，戒律，智
慧，正，法を備えておられる，ミンドン
七金山御自身が，宰

ウンジー

相ミャワディ町元領
主が書いた全ての季

ヤ ド ゥ

節詩，四
ル ー タ ー

音朗詠詩，

四
リ ン ガ ー

行古詩，詩
ガビャー

，�種の楽器�� で演奏した
全ての音，テーやタヤー音などで作ら
れた歌謡をお知りになりたく思われた。
卿
ミンジー

が若い時の ��歳より詠み書いた文
章，今 ��歳になってから書いた文章を
聞き知りたく思われた。緬暦 ����年ワー
ガウン月白分 �日 西暦 ����年 
月 ��
日 に勅令があり，以前に書いた文を集
めたものと，代々の国王陛下を経て今の
御代にミィンムー村領主マハーティリゼ
ヤトゥラとしての ��歳に至るまで に
書いたものを ，王宮の前の家で幸福に
息子，娘，孫，曾孫と共に，布施，瞑
想に力を注いで暮らしていたその家で，
勅令によって書いた文集［UHRC �
�: 
ka(w)-kaa(w)］ 括弧内筆者 。

上記の序文より，この貝葉が緬暦 ����年
西暦 ����年 のミンドン Mindon，後に
王。治世 ���� ��
� 皇太子の勅命によって，
ウー・サが ��歳から ��歳までの間に書い
た作品を記録したものであることが分かる。

図 �．『ウー・サの文集と歌謡集』（����年写本）［UHCR �	
］の表紙の次の頁
［出典］大学歴史研究センター所蔵貝葉［UHRC �	
: ka(w)-kaa(k)］，���
年 �月 ��日筆者撮影。

↗ 図書館蔵の写本［NL kin���］及び刊本［Zwe Sape Press. ��

: �］ではその総礼文は共通してい
るが，大学歴史研究センター蔵［UHRC �
�］の総礼文は異なる。ここでは訳出しなかった。

�
  ウー・サの称号。
��  古典音楽は �音階が 
音で構成され，その音を指す。
��  牙から六つの光を出すという象で［Houk Sein ��
�: ���］，ヒマラヤ山中の湖岸の数千の象たちの

王を指し，国王を讃える比喩として王統史や詩歌でしばしば用いられる。
��  原文中では「taung si hkuhnit hkayain etAN'cF'KuÓHc'KÔuiN'」となっているが，「taung sin hkuhnit 

htat etAN'cf'KuÓHc'Tp' 七金山，須弥山を取巻く七重の山［大野 ����: ��
］」のことと考えられる。
��  boun buM 両面太鼓 | maung emAN': 銅鑼 | si cF': 小型のシンバル | lingwin lN':kWN': シンバル

| hne ÓHX オーボエ ［大野 ����: ���］。
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ウー・サは �


年生まれであり，当時 ��
歳である。その後，�
歳の ����年にウー・
サは亡くなる。この貝葉は，ウー・サが ��
歳から ��歳まで，�
��年から ����年まで
の ��年間に作られたウー・サの作品集とい
うことになる。
本文は，歌謡・韻詩作品，ウー・サが参加
した戦争の記録と歌謡作品，戯曲の順に記載
されている。分量からも，かなり大部な歌謡
集，文集である。また，個人の作品集である
点も興味深く，写本が数点ある点も他の歌謡
集と異なり特筆すべきである。
折り畳み写本の中に，「軍司令官ミャワディ
町領主卿

ミンジー

が詠んだ諸々の歌謡の折り畳み写
本」との表題で 図 �参照 ，本文冒頭に
「ミャワディ町領主宰

ウンジー

相，卿
ミンジー

，マハーティー
ハトゥラが，若い頃から ��歳まで，代々の

王にわたって，表彰され奨励されて，詠み
綴って贈った季

ヤ ド ゥ

節詩，四
ル ー タ ー

音朗詠詩と，楽器の
音をはじめ，詠み演奏した全ての言葉と音と
共に詠んだ歌謡集」［NL pu���: �］と記載さ
れたものがある 図 ��矢印部分参照 。貝葉
の『ウー・サの文集と歌謡集』と同じものと
考えられるが，この折り畳み写本には作品が
��篇しか掲載されておらず，貝葉の『ウー・
サの文集と歌謡集』を途中まで書き写したも
のと考えられる。この折り畳み写本は作成年
が確認できないが，『ウー・サの文集と歌謡
集』が貝葉と折り畳み写本において何度も筆
写されていることに基づくと，『ウー・サの
文集と歌謡集』が重要なものとして位置づけ
られていたことが推察できる。
『ウー・サの文集と歌謡集』の貝葉を見て
いくと，ジャンル名を付されていない作品が

図 �．『軍司令官ミャワディ町領主卿
ミンジー

が詠んだ諸々の歌謡の折り畳み写本』の表紙
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL pu���］，����年 ��月 �日筆者撮影。

図 ��．『軍司令官ミャワディ町領主卿
ミンジー

が詠んだ諸々の歌謡の折り畳み写本』の本文冒頭
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL pu���］，����年 ��月 �日筆者撮影。



井上さゆり：ビルマ古典歌謡におけるジャンル区分の形成

多く含まれている。また，一部の作品には作
られた年や月日が明記されているが，年代順
にまとめられているわけではない。この貝葉
に登場するジャンル名は，表 �の通りで，ジャ
ンル名の付された作品の数は合計 ���篇であ
る。また，この貝葉におけるジャンル名の付
されていない作品の数は ��篇である。
表 �に示したように，「精霊歌」の下位区

分として四つの歌謡ジャンルが挙げられてお
り，『ウー・サの文集と歌謡集』に登場する
ジャンル名は合計 ��である。しかし，後述
の本章 �『大歌謡の世界 Maha gita medani 
gyan 』以降で見る歌謡集の中では，パッ
ピョーというジャンルにおいてウー・サが最
も多くの作品の作者として挙げられているに
も関わらず，ウー・サが彼自身の作品を編集
した『ウー・サの文集と歌謡集』においては，
パッピョーというジャンル名が登場していな
い。同様に，ア

ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌やモン歌というジャ
ンル名も登場していない。このことから，パッ
ピョーやア

ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌，モン歌というジャンル
名は，作品が作られた当時ではなく，後に命
名された可能性が高い。また，全ての作品に

ジャンル名が記載されているわけではないこ
とから，『ウー・サの文集と歌謡集』の時点
では，全ての歌謡をいずれかのジャンルに帰
属するものとする認識はなかったことが指摘
できる。

�　「歌謡題名数の御記録」［NL barnard���	］
これは，歌謡作品の目録集であり，作品自
体は掲載されていない。この貝葉では，作品
の題名もしくは歌詞の出だし部分が目録化さ
れており，注目すべき点として，ジャンルご
とにまとめられていることがあげられる。こ
の貝葉は，歌謡をジャンルごとに整理したも
のとして確認できる最も古いものということ
ができ，この時点で，歌謡はいずれかのジャ
ンルに帰属するものと認識されていることが
分かる。序文に，この貝葉が作られた経緯が
以下の通り記されている。

緬暦 ����年カソン月�� 黒分 �日 西
暦 ��
�年 �月 ��日 に， 非 常 に 御
徳の高くおわせられますマンダレー
の宝

ヤ ダ ナ ー ・ ボ ウ ン

に満ちた世�� である Mandalay 
yadanabhoun 大王都をお建てになら
れた大正法王の弟君，タペー Tape
町，モーフナイン Mawhnaing 町
チャウンウー Chaung oo の ��の村
領主，主君の王子が 王の 勅令に従
い，マハータピン Maha � apin の
治世から伝わってきて，マンダレーの
宝
ヤ ダ ナ ー ・ ボ ウ ン

に満ちた世である大王都と王宮をお建
てあそばされた大正法王の御世に至るま
で 伝わってきた �種の楽器の音と王
の祭礼を開催する際に用いる，昔からの
しきたりを崩さずに作詞し演奏した歌謡
が消滅しないように，お知りになりたい，
立派にきちんと記録し記述しなければな
らないという尊い勅令に従い，�種の楽
器の音を，辞書にある通りに滅びないよ

表 �．『ウー・サの文集と歌謡集』に登場する歌謡ジャンル名

歌謡ジャンル名 作品数

承
タチンガン
前歌   �

編
ボ エ
み歌  ��

弦
チョー
歌   �

精霊歌

お
セ ー ド ー チ ュ ー ジ ン
なだめになられる歌   �

精
ナッ・ティージン
霊の歌   �

ガネーシャ神歌   �

��名の大精霊の四
リ ン ガ ー
行古詩   �

テ
テ イ ン ガ ー ・ タ ン
インガー氏歌謡   �

ダ
デ イ ン
ウェー語歌謡  ��

季
ヤ ド ゥ
節詩   �

四
ル ー タ ー
音朗詠詩  ��

合計 ���
［出典］貝葉［UHRC �	
］より筆者作成。

��  ビルマ暦第 �番目の月で，太陽暦の �月頃に相当する。
��  「宝

ヤ ダ ナ ー ・ ボ ウ ン
に満ちた世」は王都であるマンダレーの雅称。
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うに，熟練していて聡明であるために第
四代目の王が爵位を授与なされた，ア
マラプラ Amarapura 大王都の罰金
徴収係�� のネーミョー・ティーリゼー
ヤーチョーゾワー Nemyo � iri Zeya 
Kyaw Zwa ，教育担当侍従に属する書
記官ネーミョー・ティーリチョーティン
Akyi saye Nemyo Thiri Kyaw Htin
が，代々の王にわたって，詠み書かれて
きた様々な古

タチン・

い歌
ハウ ン

謡，仏陀の御世に至る
まで詠まれ書かれてきた歌

タチ ン

謡を 王が
お知りになりたいために，記録し記述
した歌

タチ ン

謡の題名と作品数の御目録［NL 
barnard��

: ka(w)-kaa(w)］。

上 記 の 序 文 に あ る「マ ン ダ レ ー の
宝
ヤ ダ ナ ー ・ ボ ウ ン

に満ちた世である大王都をお建てになられ
た大正法王」はミンドン王を指す言葉であ
る。この貝葉が作られた時期�� も，ミンド
ン王治世に当たる。上記の記述からは，��
�
年 �月 ��日のミンドン王の勅令が，ミンド
ン王の弟 カナウン王子 ，タモーフナイン
町チャウンウーの ��の村領主，ミンドン王
の息子の王子の �名を通して発令され，罰
金徴収係のネーミョー・ティーリゼーヤー
チョーゾワー，教育担当侍従に属する書記官
ネーミョー・ティーリチョーティンの二人
が，勅令に従いこの貝葉を記述したことが分
かる。ミンドン王は，皇太子であった時に，
ウー・サに『ウー・サの文集と歌謡集』の編
集を命じたことを先に述べた。ミンドン王が，
歌謡の収集に重要な役割を果たしたことが分
かる。
以下，この貝葉で区分されている歌謡

ジャンルについて見ていく。図 ��は，この
貝葉の序文の直後の頁である。図 ��の①の
部分を拡大した図 ��の矢印で示した部分に
は，「第 �巻に掲載されている大承

タチンガン

前歌，中
承
タチンガン

前歌，小承
タチンガン

前歌の題名」とジャンル名が
書かれており，その後，承

タチンガン

前歌の題名合計
��篇分が目録形式で掲載されている［NL 
barnard��

: kaa(w)-ki(k)］。また，図 ��の
②の部分を拡大した図 ��の矢印で示した部
分には，「大編

ボ エ

み歌，中編
ボ エ

み歌，小編
ボ エ

み歌の
作品数。第 �巻に掲載されているもの」と
ジャンル名が書かれ，以下，歌謡作品の題名
の目録が続く。ジャンル名の前に記載されて
いる「大」，「中」，「小」とは，作品の相対的
な長さを指すと考えられる。また，ここで
記載されている「第 �巻」，「第 �巻」とは，
対応する別の貝葉の巻数を示していると推察
される。「第 �巻」に相当すると考えられる
別の貝葉は，前述の表 �の ��である。この
貝葉自体には「第 �巻」と書かれているが，
題名からそのように推察できる。また，「第
�巻」に対応すると考えられる貝葉は同じく
表 �の ���
 である。その他に対応すると考
えられる貝葉の所在は確認できなかった。
図 ��，��に示したように，掲載されてい
る作品の題名として，歌詞の出だし部分が書
かれている。この貝葉は，さらに，「第 ��巻」
に相当する部分まで同様に，歌謡ジャンル名
とそのジャンルに属する作品の題名の記載が
続けられる。この貝葉とは別に，�巻から ��
巻までの別の貝葉歌謡集が存在し，それぞれ
に記載されたジャンルと歌謡作品の目録とし
てこの『歌謡題名数の御記録』が作られたと
考えることができる。図 ��の①で示したよ

��  本文中の原語は「kunhpohtein (kWn':Pui:Tin':)」 となっている。同じ発音であるが別の綴りの「kWm':Pui:Tin':」
と同一の言葉と考えられ，こちらは，「裁判での判決後，裁判に負けた側が払わねばならないお金
を徴収し管理する人」と定義されている［� ein Hlain ����: ��］。

��  この貝葉の最後のページに，「緬暦 ����年 西暦 ��
�年 」という記載から始まり，おそら
くこの貝葉の締めの言葉が記されているのだが，残念ながら頁が途中から破損している［NL 
barnard��

: khuu(w)］。貝葉の通例からいって，ここにはこの貝葉を書き記した年代が書かれて
いると考えられる。

�
  この貝葉には ���篇の作品が掲載され，���篇目の途中から頁が欠けている。
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うに，序文の直後から「第 �巻」として目
録が記述されていることから，「第 �巻」は，
この『歌謡題名数の御記録』自体だと考える
ことができる。この貝葉に見出しとして掲載
されたジャンル名とそれぞれの中に分類され
ている題名の数を表 �に示した。
表 �に示したように，『歌謡題名数の御記

録』においては，歌謡のジャンル名がはっき
りと記載され，並列に並べられるものとして
提示されており，個々の歌謡作品は全ていず
れかのジャンルに帰属するものとして整理さ
れている。このうち，作品数が最も多いジャ
ンルは，「第 �巻」相当の弦

チョ ー

歌であり，次に
多いのが「第�巻」相当の編

ボ エ

み歌である。パッ

図 ��．『歌謡題名数の御記録』におけるジャンル名と作品目録の記載
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL barnard���	: kaa(w)-ki(k)］，���
年 �月 ��日筆者撮影。

図 ��．『歌謡題名数の御記録』で区分されているジャンル名の例（�）（図 ��の①の部分の拡大図）
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL barnard���	: kaa(w)］，���
年 �月 ��日筆者撮影。

図 ��．『歌謡題名数の御記録』で区分されているジャンル名の例（�）（図 ��の②の部分の拡大図）
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL barnard���	: ki(k)］，���
年 �月 ��日筆者撮影。
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�
  貝葉中には「編
ボ エ
み歌合計 ���」と記載されているが，実際には ���篇掲載されている。

��  貝葉中には「弦
チョー
歌合計 �
�」と記載されているが，実際には ���篇掲載されている。

��  貝葉中には「パッピョー合計 ���」と記載されているが，実際には ���篇掲載されている。

�  貝葉中には「合計 �

」と掲載されているが，実際には �
�篇掲載されている。

�  ここでは「演奏が美しい」と記載されているが，第 
巻の表題と統一した。

�  貝葉中には「合計 ��」とあるが［NL barnard��

: kha(k)］，実際には ��篇掲載されている。

�  貝葉中には「合計 ��」とあるが［NL barnard��

: khaa(w)］，実際には ��篇掲載されている。

�  貝葉中には「合計 ���」とあるが［NL barnard��

: khaa(k)］，実際には ���篇掲載されている。

表 
．『歌謡題名数の御記録』の構成

巻数 見出し 題名の数

�巻 大承
タチンガン
前歌，中承

タチンガン
前歌，小承

タチンガン
前歌の題名 ��

�巻 大編
ボ エ
み歌，中編

ボ エ
み歌，小編

ボ エ
み歌の題名  ����


�巻 大弦
チョー
歌，中弦

チョー
歌，小弦

チョー
歌の題名  �����

�巻 大パッピョー，中パッピョー，小パッピョー，戯曲中のパッピョーの題名  �����


巻
戯曲中のパッピョー，変

テ ー ピ ャ ウ ン
わり歌・緩

テートゥエ
慢歌，緩

テートゥエ
慢歌，重

テ ー ダ ッ
畳歌，季節を詠んだ

主
タ ン ダ ウ ッ
音回帰四行詩，田舎の人々の生活の主

タ ン ダ ウ ッ
音回帰四行詩，夫

ボ ー レ ー
哀歌，変

ボ ー レ ー ピ ャ ウ ン
わり夫哀歌，

一
チャウ ッ タ ロ ン タ ン
個の石の歌，大

パルエジー・チン
笛の歌の題名

 �
�
�


巻

大
テージー
歌，四

レードゥエタンカッ・テーボエ
穴音付着歌，精霊を招く四

ル ー タ ー
音朗詠詩，精霊を招きなだめる歌，歌声の

よい精霊歌をお供えされる ��名の大精霊の四
リ ン ガ ー
行古詩の題名

　大
テージー
歌 ��

　四
レードゥエタンカッ・テーボエ
穴音付着歌 ��

　精霊を招く四
ル ー タ ー
音朗詠詩  �

　精霊を招く弦
チョー
歌  �

　精霊をなだめる歌  �

　歌声のよい
� 精霊歌 �


合計 ���

�巻

タ
タ ラ イ ン ・ タ ン
ライン族歌謡，ダ

ダ ウ ェ ー ・ タ ン
ウェー地方歌謡，テ

テ イ ン ガ ー ・ タ ン
インガー氏歌謡，ア

ヨ ー ダ ヤ ー ・ タ ン
ユタヤ歌謡，

釈
ローカナッ・レ
尊賛歌，「蓮から出てくる」で始まる作品の音の通りに作られたタ

タ ラ イ ン ・ タ ン
ライン族歌謡

風のダ
デ イ ン
ウェー語歌謡，季

ヤ ド ゥ
節詩，四

ル ー タ ー
音朗詠詩の題名

　タ
タ ラ イ ン ・ タ ン
ライン族歌謡  ��

　ダ
ダ ウ ェ ー ・ タ ン
ウェー地方歌謡  �

　テ
テ イ ン ガ ー ・ タ ン
インガー氏歌謡，  �

　ア
ヨ ー ダ ヤ ー ・ タ ン
ユタヤ歌謡     ��
�

　ダ
デ イ ン
ウェー語歌謡    ��
�

　季
ヤ ド ゥ
節詩  �

　四
ル ー タ ー
音朗詠詩 ��

合計    ���
�

�巻 馬
ミィンギン・チョー
術弦歌 �


��巻
�
の精霊，精霊の王統史，精霊像の形，衣装の着方，精霊歌の叫び方，供え方，
演奏の仕方，歌い方，演じ方の題名

���

合計 ��
�
［出典］貝葉［NL barnard���	］より筆者作成。
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ピョーに属する作品は，「第 �巻」と「第 

巻」にまたがって掲載されており，「第 
巻」
に相当する部分ではパッピョーと他のジャン
ルを区別せずに掲載していることから，パッ
ピョーの正確な数は確認できないが，パッ
ピョーの数も弦

チョー

歌と編
ボ エ

み歌に次いで多いこと
がいえる。
この貝葉以降に作られた歌謡集は全て，
ジャンル名を明記し，ジャンルごとに作品を
記載する形を取っている。また，この貝葉以
前の貝葉の表題は，特定の人物が編集したも
のであることを示すものか，個々の歌謡ジャ
ンル名 �
精霊の歌 や特定の人物の作品
集であることを示すものであった。つまり，
歌謡を包括する形では表題が掲げられていな
かった。しかし，『歌謡題名数の御記録』以
降の，以下で見ていく貝葉と刊本 次章 に
おいては，歌謡作品群がひとつのまとまりと
して位置づけられていることが，表題と構成
から分かる。


　 『大歌謡の世界』［UCL pe�����］，（刊本
［Yauk ����］）
筆者がここで挙げるのは ����年の貝葉で
あるが，前述したように，これは歌謡集の最
初の刊本として ����年に発行された。また，
「大歌謡 マハーギータ maha gita 」という
言葉が最初に確認できる
� 歌謡集であるこ
とが指摘されている［Hla Shwe ����: ��］。
筆者が確認した刊本には出版年が記載されて
おらず，����年当時発行されたものは，今で
は残されていないことが指摘されている［Hla 
Shwe ����: ��］。本稿第Ⅲ章 �でも指摘した
ように，����年の貝葉は，刊本の初版年で
ある ����年より ��年後のものとなっている
ことから，貝葉と印刷された刊本の両方がこ

の時期には使用されていたことが分かる。
この貝葉は表紙にはもともと何も書かれて
おらず，ペンで「大歌謡の世界 Maha gita 
medani 」と後から書かれている様子であ
る。表紙の次の頁から作品が掲載されるが，
図 ��に示したように，この貝葉の各頁の表
側 頁記号が書かれた腹側 には右横に「大
歌謡の世界 Maha gita medani gyan

 」
と刻まれている 図 ��矢印部分参照 。
図 ��に示したように，貝葉の途中［UCL 

pe���
�: ngi(k)］ 図 ��矢 印 部 分 か ら，
ウー・サの「�
精霊を指示する精霊歌」が
記載されている。刊本では，��
頁までは歌
謡が掲載され，貝葉と同じく後半は「�
精
霊を指示する精霊歌」が併記されている。こ
の両方をまとめて掲載したものが『大

マハーギータ

歌謡の
世界』という題名でくくられていることが，
刊本に掲載された序文 後述 から分かる。
図 ��の矢印で示した「�
精霊を指示する
精霊歌」が始まる部分以降には，先にみた貝
葉『�
精霊の歌』［NL tin
�］と同じ序文が
掲載されていることから，両貝葉は同じ原本
に基づいて作られた筆写本であり，こちらは
����年の筆写本であることが分かる。
貝葉写本には序文がないが，刊本には序文
が掲載されており，この歌謡集が編集された
背景について以下の通り記載されている。

前略 軍司令官卿ウー・サが 中略 ，
タンシャー than sha 希少な音 ，タン
ヨー than yo 伝統的な音 ，パッピョー，
鼓
パッフノー

始歌，弦
チョー

歌，ア
ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌の全て，演奏
法，歌唱法若干を 中略 ，もとの形に
し，誤り，意図がはっきりしていない箇
所，悪いものが付着している箇所を，祭
事の書籍と一致するように書き綴ったも


�  コンバウン時代後半に，シュエタイッソー・ウー・ラン Shwetaik-soe U Lan と報道官ウー・
ターアウン � andaw-hsin U � a Aung が『マハーギータの贈り物集』を編集したという記録
があるが，原本が見つからないとピアノ奏者フラトゥッは述べている［Hla Htut ���
: 
� 
�］。
筆者もこれについては確認できなった。



  “Gyan Kyan ”は「文献，書籍」の意味。



 アジア・アフリカ言語文化研究　

のの他，檀家の歌謡の文書から抜粋し
て，先に述べたような学者である優れた
識者たちの祭事の書籍である大歌謡の世
界 Maha gita medani という名前の
書を，私，タイェーキッタヤー・ピィー
町 � ayehkittaya Pyi-myo 在住の公
認弁護士ウー・ヤウッ U Yauk が，
弦
チョ ー

歌，編
ボ エ

み歌，大編
ボ エ

み歌，パッピョー，
ア
ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌，重
テ ー ダ ッ

畳歌などと �
精霊を指
示する精霊歌を一冊の書にまとめて，持
ち運びを容易にするために編纂し書き
記そう［Yauk n.d: �］ 括弧内日本語
筆者 。

上の序文からは，ピィー町に住む公認弁護
士ウー・ヤウッという人物が編者であること
が分かる。また，この歌謡集を作成した背景
として，歌謡の奏法が「正しい」とされる形
から崩れてきているため，「正しい」ものを
記録に残し，それを一箇所にまとめることが
意図されていたことが分かる。現在，「古典
歌謡」の総称として用いられる「大歌謡」と
いう概念の枠組みがどのように設定されてい
るかについて，「大歌謡 マハーギータ 」と
いう言葉が最初に書かれたといわれているこ
の書に明記されているといえる。
この貝葉に掲載された各作品の題名には
ジャンル名が記載されている。たとえば，

図 ��．『大
マハーギータ

歌謡の世界』［UCL pe�����］の最初の頁
［出典］大学中央図書館所蔵貝葉［UCL pe�����: ka(w)］，���
年 �月 �日同図書館にてスキャナ撮影。

図 �
．『大
マハーギータ

歌謡の世界』に掲載された「��精霊を指示する精霊歌」の開始部分
［出典］大学中央図書館所蔵貝葉［UCL pe�����: ngi(k)］，���
年 �月 �日同図書館にてスキャナ撮影。

図 �	．『大
マハーギータ

歌謡の世界』に掲載された歌謡ジャンル名
［出典］大学中央図書館所蔵貝葉［UCL pe�����: gii:(w)］，���
年 �月 �日同図書館にてスキャナ撮影。



井上さゆり：ビルマ古典歌謡におけるジャンル区分の形成

図 �
の下線部には，「ミャワディ卿
ミンジー

が書い
たパッピョー Myawadi mingyi ye thaw 
patpyo 」と書かれ，「パッピョー」という
ジャンル名が明記されている。そして，ジャ
ンルごとに作品がまとめて掲載されている。
掲載されている歌謡作品数は �
�篇，作者は
��名，また作品数全体のうち作者未詳の作
品は �
篇である。貝葉におけるジャンルの
構成と，作者ごとの作品数を表 
に示した。
表 
の �「鼓承前歌 パッ・タチンガン 

pat-thachingan 」というジャンルに注目し
たい。同本の貝葉では，「鼓承前歌」［UCL 
pe���
�: gi(k)］と記載されており，刊本で
は「パッピョー・承前歌 パッピョー・タチ
ンガン patpyo-thachingan 」［Yauk nd: ��］
と記載されている。貝葉中の該当箇所を図
�
に示した。
図 �
の下線部で示した部分には，「大

承
タチンガン

前歌終了。ミャワディ卿
ミンジー

の書いた大鼓承前
歌 パッ・タチンガン・ジー � achingan-

gyi pi i. Myawadi mingyi ye dhaw pat-
thachingan-gyi 」と書かれ，続いて「ボウン
ピャンネーナン」の歌詞で始まる作品が掲載
されている。「大承

タチンガン

前歌終了」とは，この部
分まで承

タチンガン

前歌に属する作品が掲載されていた
ことを意味する。そして，この「ボウンピャ
ンネーナン」の歌詞で始まる作品が掲載され
た後［UCL pe���
�: gii:(w)］に，パッピョー
に属する作品が掲載されており，「鼓承前
歌 パッ・タチンガン pat-thachingan 」が
承
タチンガン

前歌とパッピョーの間に位置されている。
「ボウンピャンネーナン」で始まる作品は，
『著名歌謡作品全集』［NL ����: nyuu(w)］
では承

タチンガン

前歌の項目に入れられている。しかし，
後述する刊本の『国家版大

マハーギータ

歌謡』［Ministry 
of Culture ��
�: 

 
�］ではパッピョーの
項目に入れられており，現在では，パッピョー
の代表的な作品のひとつとして位置づけられ
ている［Saw Mya E Kyi ��
�: ��］

 。「鼓
承前歌 パッ・タチンガン 」という名称と，

表 	．『大
マハーギータ

歌謡の世界』（����年写本）の構成

掲載順 � � � � � 
 
 � �

ジャンル
作者

弦歌 編み歌
テインガー
氏歌謡

承前歌 鼓承前歌 パッピョー モン歌謡 アユタヤ歌 重畳歌 合計

ウー・サ  � �
 �  � 
 �� �  
�

ウー・ルンペー  �   �

ミン・テインガー �   �

ミンザイン・サヤーパン  �   �

ウー・アウンドー  �   �

ケトゥマディータウングー王  �   �

ミン・イェーチョーゾワー  �   �

ミングン王子  �   �

マミャガレー  �   �

マウン・チャウケー  
   


大臣夫人キンソウン  �   �

ミンザイン王女  �   �

ポートゥードー・ウー・ミン �   �

マウン・ベー �   �

作者未詳 ��  � �  � �� � 
  �


総作品数 �� �
 � �� 
 
� � � � �
�

［出典］貝葉［UCL pe�����］より筆者作成。



  パッピョー作品の中で代表的なものとして位置づけられている作品が �篇あり，そのひとつに「ボ
ウンピャンネーナン bhoun pyan ne nan BuMpYMennn':」の歌詞で始まる作品が含まれる［Saw  ↗



 アジア・アフリカ言語文化研究　

そこに分類されている作品が後の歌謡集の中
で承

タチンガン

前歌に分類されている場合とパッピョー
に分類されている場合があることからは，両
方のジャンルに解釈可能な作品があることが
分かる。
この貝葉のその他の特徴として指摘できる
点は，弦

チョー

歌とパッピョーに分類された作品が
他のジャンルの作品に比べてはるかに多く，
総作品の 

％を占めていることである。ま
た，各ジャンルにおける作者の数を見ると，
パッピョーを手がける作者数が 
名であり，
最も多い。さらに，作者の中では，とくに
ウー・サの作品数が多く，
�篇ある。ウー・
サの作品は，全作品の ��％，作者名の分か
る作品 ��篇においては 
�％を占めている。

	　『著名歌謡作品全集』［NL ����］
貝葉の中で，最も写本年が新しいのは，
ウェッマスッ郡長が編集した『著名歌謡作品
全集』である。現在確認できる写本は国立図
書館所蔵の ���
年の貝葉であるが，その底
本の存在は不明であり，原本年は序文に記載
されておらず，確認できない。編者のウェッ
マスッ郡長は，ミンドン王とティーボー王
� ibaw治世 ��
� ���� に仕えた廷臣であ

り，年代記の『コンバウン王統史』［Maung 
Maung Tin ����: ���］では緬暦 ����年ダ
ザウンモン月白分 
日 西暦 ����年 ��月 

日 に最初に登場している。従って，この貝
葉の原本はミンドン王治世以降に作られたこ
とが推察できる。この貝葉は，ティーボー藩
公 � ibaw sawhbwa 
� の要請によって編
集された
� 。これは，刊本も含めて現存する
歌謡集の中で作品数が最も多いものである。
����年に文化省より刊行されている。以下
に示した序文に，この貝葉が作成された経緯
が記されている。

昔の知識人達が詠み記した歌謡，韻詩
は，長い年月が経ったために，記述の間
違い，ズレが生じ，各篇，各部が一致せ
ず間違い逸脱しており，もとの作者の意
図した意味に至っていない。演奏は正し
くなく，一部においてはしつこく，一部
においては物足りないといった状態であ
る。意味，性質がもとの通りではなく，
意味をなしていない歌謡・韻詩を，学
び，眺め，記憶し，聴き，徹底して覚え
こんでいるために，今後学ぶ者たちも，
良いやり方を身に付けることができない

図 ��．『大
マハーギータ

歌謡の世界』中の「鼓承前歌（パッ・タチンガン pat-thachingan）」
［出典］大学中央図書館所蔵貝葉貝葉［UCL pe�����: gi(k)］，���
年 �月 �日同図書館にてスキャナ撮影。

↗ Mya E Kyi ��
�: ��］。その他の �篇は，「コンバウンパラメー konbaung parame kun':eBAN'prem」，
「フマインフモウンピャーウェーフニン hmain hmoun pya we hnin møiN':møn'RpAewÓHN'ä」，「アトゥー
ドゥーゲー ahtu htu nge aTU:TU:Ny'」の歌詞で始まる作品で，いずれもウー・サの作品である［Saw 
Mya E Kyi ��
�: ��］。


�  ミンドン王の王女のパカンジー・スパヤージー Pahkangyi supayagyi と結婚したソークンサイ
ン Sohkunsain 藩公の後継。


�  ���
年写本の序文にはこのように記載されているが，タウングインの僧団長の僧侶のもとにあっ
た貝葉を，ティーボー藩公が手配して書き写したものともいわれる［Hla Shwe ����: �
 ��］。



井上さゆり：ビルマ古典歌謡におけるジャンル区分の形成

ことが考えられるため，郡長のウェッマ
スッ町領主ミン・ミンジーミンティン・
マハースィードゥ Wetmasut myoza 
min mingyi min htin maha sidhu は，
研究としてそれらの歌謡・韻詩を以前か
ら学んできていたため，マンダレーの第
二の王位に就かれた六牙象王の主である
大正法王陛下の八万の右の正妃がお生み
になられた黄金の思春期の愛しい三人の
王女に対して，エメラルドの揺り籠に
お乗せになられる儀式において，大正
法王陛下の命じられた尊い御下命によ
り，吉祥の史

エイ・ジン

謡 �首と共に，エメラル
ドの揺り籠に置く三

ル ー タ ー ・ パ イ ッ ソ ウ ン

節構成四音朗詠詩，
住
エーインドー・チュー・ジン

職葬送歌，王
フ ル エ ー ・ ジ ン

宮揺り籠歌の旋律，
銅
ヨーダヤー・チェートワー

鼓アユタヤ歌などあらゆる歌を丸々
三回詠んで書いて贈ったことがある
のと同様に，ティーボーオウンバウ
ン � ibawounbhaung ，トウンゼー
� ounze ，マインロウン Mainloun ，
マイントウン Maintoun の四つの
町の大藩侯であるタキン・ソーチェー
� ahkin Saw Che は，それらの歌
謡の歌詞を学び熟達していることか
ら，今後末永く存続するように，意味を
同じく統一し収集させたくて，郡長の
ウェッマスッ町領主ミンにお願いし勧
めて，歌謡・韻詩を読み書くことにお
いて熟達している人物というべきであ
ると褒め称えるべきピンズィ町領主王
子トゥティーリマハーダンマヤーザー
Pyinsi myoza mindha thuthiri maha 

dhamma yaza ，ミャワディ町領主 卿
ミンジー

ミンジー
� ・ティーリマハーティー
ハ ト ゥ ラ Myawadi myoza mingyi 
myigyi thiri maha thihathura らの音
から，中略 弦

チョー

歌，編
ボ エ

み歌，承
タチンガン

前歌，パッ
ピョー，銅

ヨーダ ヤ ー・チ ェ ー ト ワ ー

鼓アユタヤ歌，モ
モ ン ・ タ ン

ン歌謡，
ダ
デ イ ン ・ タ ン

ウェー語歌謡，テ
テ イ ン ガ ー ・ タ ン

インガー氏歌謡，

デ
デ ー ケ ー リ ー ・ タ ン ・ レ ヤ イ ッ

ーケーリー歌謡憂奏歌，燭
ミ ー ク エ ッ カ

台舞踊歌，
などの種々の歌を順番に綺麗に整えて書
き記した 後略 ［NL ����:(w) kaa(w)］。

上記の序文から，この歌謡集の編集が，先
に見た『大

マハーギータ

歌謡の世界』の序文で掲げられて
いた目的と同じく，歌詞の異本の統一を意図
してなされたことが分かる。また，序文の中
に，弦

チョー

歌，編
ボ エ

み歌，承
タチンガン

前歌，パッピョーなど
と歌謡ジャンル名が明記されていることか
ら，歌謡がそのジャンル名によって指示さ
れていることが分かる。さらに，ウー・サ
上記の中では，「ミャワディ町領主卿

ミンジー

ミン
ジー・ティーリマハーティーハトゥラ」と記
述されている について，歌謡と韻詩の創作
において優れた人物として挙げられ，ウー・
サの作品をこの貝葉に掲載する旨が述べられ
ることから，ウー・サの時代以降にこの貝葉
が作られたことが推測できる。
中身を見ると，先に見た『大

マハーギータ

歌謡の世界』
と同様に作品がジャンルごとに掲載されてい
るのみならず，ジャンルが変わるごとに �頁
を割いてジャンル名を表題として記載するな
ど，章立てが綺麗に行われ，非常に整理され
た形になっている。図 ��は，この貝葉の表
紙及び表紙の一部の拡大図である。
図 ��の中央に大きな文字で書かれている
のは，「弦歌 kyo-gyin 」というジャンル名
で，この頁の後から弦歌に属する作品が掲載
されている。図 ��の左上には，貝葉名『著
名歌謡作品全集』と記載され，図 ��の上の
図の右上には「ティーボーオウンバウンの四
つの町の主の御文書」と持ち主が記載されて
いる。ビルマ最後の王であるティーボー王が
イギリスによってインドに連行された後，音
楽家，芸術者達はティーボー町へ行き，大
藩侯のサーソーチェー Hsa Saw Che の
もとに身を寄せたと伝えられている［Nan 
Nyunt Swe n.d: ��］。このような背景のもと，


�  「卿 ミンジー 」 が二回続けて記載されているので，一つ目のみ「卿」と訳し，二つ目は訳出しな
かった。



 アジア・アフリカ言語文化研究　

この貝葉が作られたと考えられる。
図 ��は，「パッピョー」の項目の見出し頁
である。中央に「パッピョー歌謡 patpyo-
gyin 」と記載されている。左上の文字は，「saa
頁で始まり，nya頁で終わる。第 �巻」と記
され，「パッピョー歌謡」が掲載されている
頁の範囲と，この項目が『著名歌謡作品全集』
の中で何番目の項目に当たるかが示されてい
る。他のジャンルも，図 ��及び図 ��に示し
た「弦

チョ ー

歌」，「パッピョー」と同じ形式で，�
頁をジャンル名に割いており，『著名歌謡作
品全集』にはそのようなジャンル名の見出し
が合計 ��含まれている。掲載されている作
品の作者は合計 ��名，作品数は合計 ��
篇で
あった。表 
に，『著名歌謡作品全集』に掲載
されたジャンルと作者ごとの作品数を示す。
表 
中の ��番目の項目である「その他」
とした欄には，いくつかのジャンルがまとめ
て図 ��のように表題に掲載されている
� 。

表 
を見ると，ジャンルの中で際立って作
品数が多いのは，弦

チョー

歌の ��
篇，パッピョー
の ��
篇で，この二つのジャンルで全作品の
�
％を占め，先に見た『大

マハーギータ

歌謡の世界』と
同様に非常に多い。また，ジャンルごとに作
者の数を見ると，パッピョーの作者が ��名
で，最も多い。その中でもウー・サの作品が
��篇で ��％を占め，やはり最多である。全
体においても，ウー・サの作品は ���篇で，
次に多いウー・ポンニャ ���
 ��

 の作
品数 
�篇と比べてもずばぬけて多く，ウー・
サの作品が全体の ��％を占めている。また，
彼の作品は ��種のジャンルに含まれており，
作者の中では作品のジャンルの種類も最も多
い。ウー・サの次に作品のジャンルの種類が
多いのはピンズィ王子 ���� ��
� の 
種，
ンゲートーウン 生没年不明 の �種で，そ
の他の作者は � �種のジャンルでのみ創作を
行っている。ウー・サの作品のみのジャンル

図 ��．『著名歌謡作品全集』の表紙
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL ����］，����年 ��月 �日筆者撮影。

図 ��．『著名歌謡作品全集』の「パッピョー」の見出し
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL ����: saa(k)］，����年 ��月 �日筆者撮影。


�  この部分については，表 
では各ジャンルごとに示していないが，後述の表 ��では分けて記載した。
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表 �．『著名歌謡作品全集』の構成

掲載順 � � � � � 
 
 � � �� ��

ジャンル　　　

　　　作者名

弦
歌

編
み
歌

パ
ッ
ピ
ョ
ー

承
前
歌

ア
ユ
タ
ヤ
歌

モ
ン
歌
謡

ダ
ウ
ェ
ー
語
歌
謡

憂
奏
歌

燭台舞踊歌 合唱歌 そ
の
他

合
計燭

台
舞
踊
歌

テ
イ
ン
ガ
ー
氏
歌
謡

四
穴
音
付
着
歌

デ
ー
ケ
ー
リ
ー
歌
謡

緩
慢
歌

合
唱
歌

筏
乗
り
歌

哀
歌

ウー・サ  �� �
  �� ��  �  � 
 �
 � � � � � � � �  �� ���
ピンズィ王子  ��  
  �� ��  
 �   �  ��
レッウェーノーヤター  ��  �  ��
ピンタレーウン   �   �
ネーミョー・マハーチョーティン   �   �
ピャティーセー村領主ウー・ルンペー  �  �   �
タウングー王乳母メーロウッ  �   �
シェー・ゼーヤパテ  �  �   �
ゲートーウン  �  ��  � �  �

タベッスウェー村領主ウー・ミャエイッ  �   �
マミャガレー  �   �   

マウン・チャウケー   �   �
パカン王子   �   �
シェーパカン大王子  �   �
クッ村卿夫人   
   

ウー・ミンアウン   �   �
船主マウンソー   �   �
称号書記官マウントゥー   �   �
皇太子妃   �  �   �
ピンズィ王子の娘テイッティンチィ   �   �
ミャウンフラ町領主ウンダウミン   �   �
ウー・チンウー   ��   
  ��
ピンダー町領主ママプー   �   �
ウー・タッ   �   �
サレーサヤージー・ウー・ポンニャ   �  
�  
�
サエージー・ウー・マウンガレー   �  �
  �

キンウンミンジー   �  �  ��  �

ウェッマスッ郡長   
  
  �
  ��
シェータヨウッウン  �   �
タウングー卿  �   �
ミン・パデータヤーザー �   �
ミン・ピョーチョー �   �
マウンイー �   �
メークエ �   �
スィーパニー僧正 �   �
書記官ウー・チャン   �   �
マウン・ルージー  ��  ��
ポートゥードー・ウー・ミン   �   �
タウンドゥインジー・テイッター   �   �
詩人ウー・ミン   
   

御詩人ウー・ポウン   �   �
詩人ウー・オー   �   �
ウッミェーウン   �   �
ターヤーワディー・ウー・ワイン  ��  ��
シュエチン卿

ウンジー
ウー・カイン   �   �

ウー・ルン   �   �
御詩人ウー・イ   �   �
ザベーナゴー町行政官ウー・ポー   �   �
マウン・サントゥ   �   �
マ・ソウン   �   �
ウー・トー   �   �
裁判官ウー・エー   �   �
マウン・シュエウィン   �   �
マウン・シンマウン   �   �
ウー・シュエタウン   �   �
作者未詳 ��� ��   �
 �� ��  � �  � � � � � � � � �  �� ��

作品数合計 ��
 
� ��
 �� �� �� � �
 � 
 � � � 
 � � ��� ��


［出典］貝葉［NL ����］より筆者作成。
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は，憂
レヤイッ・タン

奏歌，燭
ミークエッカ・ジン

台舞踊歌，デーケーリー歌謡
注 ��参照 の三つある。表 
からは，ジャ
ンルの幅を示す横軸はウー・サによって広げ
られ，作者の幅を示す縦軸はパッピョーに
よって広げられていることを見て取ることが
できる。

�　「大
タチンジー

歌謡の記録」［NL tin	�］
この貝葉は表紙には何も記載されておら
ず，所蔵先のミャンマー国立図書館において
「大歌謡の記録」いう題名で整理されている。
序文にも結語にも年代が書かれていないが，
歌謡をジャンル名と共に掲載したものとして
挙げたい。序文には次のようにあり，歌謡ジャ
ンル名が挙げられている。

�種の楽器の音，弦，皮，吹奏，拍手，
��芸
� のうちのひとつである竪琴の技
術を学びたい国民が学び見るために記録
し書いたマウントゥエソーが書いた 不
鮮明 弦

チョー・チン

歌，編
ボ エ

み歌，承
タチンガン

前歌，緩
テートゥエ

慢歌，
夫
テー・ボーレー

哀歌，音の揃ったボウンピャンネーナ
ン で歌詞が始まる作品 ，ア

ヨーダヤ ー・タ ン

ユタヤ歌，
タ
タ ラ イ ン ・ タ ン

ラ イ ン 族歌謡，カ
カ チ ン ・ タ ン

チ ン 族 歌謡，

ダ
デ イ ン ・ タ ン

ウェー語歌謡，ダ
ダ ウ ェ ー ・ タ ン

ウェー地方歌謡，
イ
カ ラ ー ・ タ ン

ンド歌謡，ミャンマー民族の歌謡［NL 
tin
�: ka(w)］ 括弧内筆者 。

上の序文には，本章で見てきた貝葉におい
て ��
�年以降に確認できる歌謡ジャンル名
が記載されていることから，��
�年以降に
作成されたと考えられる。また，他の歌謡集
では確認できない「インド歌謡」などのジャ
ンル名も記載されている。これについては，
どのような歌謡であるか確認できなかった。
また，「ミャンマー民族の歌謡」という記載
も，他の貝葉には見られないものである。
上の序文に続いて「タンタヤーテーシン」
で歌詞が始まる弦

チョー

歌が続く。後述する歌謡集
『国家版大

マハーギータ

歌謡』での弦
チョー

歌の記載順［Ministry 
of Culture ��
�: � �］と同様である。歌謡
がジャンルごとに記載されているという点で
は，先に見た『大

マハーギータ

歌謡の世界』と『著名歌謡
作品全集』と同様の編集がなされている。
以上のようにこれらの貝葉の検討を通じ，
歌謡集の編集は，��
�年の『歌謡題名数の
御記録』以後，作品をジャンルごとに整理し
記載するという方向に向かってきていること


�  知識，慣習法の知識，計算能力など ��の部門の能力のことで，そのうちの一つに「竪琴，笙など で
演奏される 詩歌の能力」が含まれる［Htun Myint ���
: ��
］ 括弧内筆者 。

帆
フルイン・タン

走歌，歌
テー

，主
タ ピ ャ ン

音回帰詩，主
タ ン ダ ウ ッ

音回帰四行詩，両
ポ ウ ン ジ ー・タ ン

面太鼓歌，御
フレー・チン

船歌，八
シ ッ セ ー ポ ー

十音歌季節を詠んだもの，芝
ザッライ・タ ン・ズ

居用の歌
hlwin-than, te, tahpyan, thandauk, poungyi-than, hle-gyin, shithsepo radhi bhwe, zatlaik-than zu［NL 

����: tii(k)］。

図 ��．『著名歌謡作品全集』の��番目の項目
［出典］ミャンマー国立図書館所蔵貝葉［NL ����: tii(k)］，����年 ��月 �日筆者撮影。
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が指摘できる。次章では，歌謡集刊本がどの
ように編集されているかを検討する。

Ⅴ．歌謡集刊本

�　歌謡集刊本
現在，大歌謡として参照され，音楽を学ぶ
際に用いられるものは，もっぱら刊本の歌謡
集である。以下，歌謡集出版と関わりのある
音楽保存の動きについてもあわせて，刊本に
ついて見ていく。
植民地時代以降，音楽保存の研究グルー
プが複数結成されている。伝統音楽，芸術
の保存・保護を目的として，愛国運動家と
して名高いディードウッ・ウー・バチョー
Didouk U Bha Cho ���� ���
 が音頭を
取って結成・設立した音楽研究グループ，
ミャンマー国家楽器音楽協会，マンダレー
の大

マハーギータ

歌謡大学グループなどがあった［Hla 
Htut ���
: ��］。����年のビルマ独立後，マ
ンダレー大学のウー・チャンミャ U Chan 
Mya とウー・マウンマウンティン U 
Maung Maung Tin が音楽の原典 original 
musical sources を調査したことをウィリ
アムソンが指摘している［Williamson ��
�: 
�
�, ����: �
］。ここでの「音楽の原典」とは，
貝葉と折り畳み写本のことと思われるが，そ
の調査の中身については述べられていない。
歌詞の異本・演奏のバリエーションを持つ
ビルマ音楽の演奏の多様性をひとつにまとめ
ようとする動きは，先に見た最初の歌謡集刊
本である『大

マハーギータ

歌謡の世界』 ���� において
も進められていることがその序文の中で示さ
れていたが，現在，大学などの公的な機関で
使用されている形に国家によって統一化の道
が作られたのが，����年である。ピアノ奏
者フラトゥッ Sandaya Hsaya Hla Htut
は次のように述べている。

����年，ミャンマーの音楽芸術の保存
と昂揚において，非常に重要なひとつの
大事業を，国家が大々的に行った。それ
は，大歌謡
� の歌詞，曲
� ，テンポを一
致させるための正しい演奏の形式の見本
を作る大会議を行い，調整し合い，具体
化したことである［Hla Htut ���
: 
�］。

これまで見てきた通り，歌謡集編集の大き
な意図のひとつは，異本の統一ということで
あったが，上の記述からは，����年には国
の事業として課題として掲げられたことが分
かる。この前年の ����年には，文化省より，
弦
チョー

歌と編
ボ エ

み歌合計 �篇を五線譜に記載した楽
譜［Ministry of Culture ����］が出版され
ている。翌年の ����年には，現在に至るま
で芸能学校や文化大学で教科書とされている
『国家版大

マハーギータ

歌謡』［Ministry of Culture ��
�
���� ］が文化省より出版されている。
緬暦 ����年 西暦 ����年 から第二次世
界大戦が始まるまでに，
種の歌謡集が出版
されたとフラシュエは述べ，『大

マハーギータ

歌謡の世界』，
『トゥリヤ社の新大

マハーギータ

歌謡』，ウー・ピョウン
チョー著『大

マハーギータ

歌謡大全』，『歌
ギータ

謡浄化の書・初
版』，サヤー・ミャイン Hsaya Myain 著
『王宮の大

マハーギータ

歌謡集』，ディードウッ・ウー・バ
チョー
� が修正・編集した『歌

ギー タ

謡浄化の書』
を挙げている［Hla Shwe ����: ��］。この 

種以外にもこれまで歌謡集が出版されてきて
いる。表 �に筆者が確認した歌謡集刊本を示
した。これらの歌謡集のうち，貝葉に基づい
て編集されたことが分かるものについては書
名の横に＊を記した。その他の刊本は，底本
を明記していない。
表 �に示したように，��種類の歌謡集が確
認できる。表 �に挙げた歌謡集の一部は版を
重ねている。確認できた版年を表 �に示した。
表 �に示したように，����年から ����年


�  「マハーギータ・タチンジー」と，パーリ語とビルマ語を併記している。

�  原語は「ティークエッ tiikwek 」。曲を構成する楽器の演奏部分。

�  原文では「ディードウッ・サヤー・チョー Didouk Hsaya Cho 」。「サヤー」は「先生」の意味。
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にかけて，数年から数十年おきに新しい歌謡
集が出版され，そのうち『新大

マハーギータ

歌謡』，『歌
ギータ

謡
浄化の書』，『大

マハーギータ

歌謡大全』，『国家版大
マハーギータ

歌謡』
の �点は，版を重ねていることが分かる。
ウィリアムソンによると，��
�年代に
マンダレーの音楽・芝居の国立学校で広く
使用された公式な歌謡集は，����年にヤン
ゴンで出版された『歌

ギ ー タ

謡浄化の書』である
［Williamson ����: �
］。この歌謡集は，最
後の宮廷竪琴奏者であるデイワエインダ・
ウー・マウンマウンジー Deiwa einda U 
Maung Maung Gyi ���� ���� の生存中に
彼のレパートリーを，彼の献身的な弟子で

ある竪琴奏者ウー・マウンマウンラッ U 
Maung Maung Lat が集めたものに基づき，
後にディードウッ・ウー・バチョーが ����
年に加筆修正を行って編集したものである
［Williamson ����: �
 �
］。ガーフィアス
は ��
�年の論文中で，『大

マハーギータ

歌謡』�� と『歌
ギー タ

謡
浄化の書』が主な歌謡集であり，この二つの
文献にある歌謡がプロの音楽家によって古典
音楽の主要なものと見なされてきたと述べて
いる［Garfi as ��
�a: �］。近年では『国家版
大
マハーギータ

歌謡』が公的なテキストとしての位置を
占めるようになっている。表 �と表 �に示
したように，これは ����年から ��
�にかけ

表 �．歌謡集刊本

初版年 著者・書名・版 掲載作品数



� ����年 ウー・ヤウッ『大
マハーギータ
歌謡の世界』＊ ����年版の貝葉写本あり   ���



� ����年 トゥリヤ出版社『新大
マハーギータ
歌謡』 第 �刷 ���

� ����年 マウンマウンラッ『歌
ギータ
謡浄化の書』 第 �刷 ��


� ����年 ウー・ピョウンチョー『大
マハーギータ
歌謡大全』 第 �刷 ���

� ����年 ピアノ奏者ミャイン『王宮の大
マハーギータ
歌謡集』 �
�


 ����年 ウー・ポーラッ『後に見つかった古い大
タチンジー
歌謡』 ミィンダー 

Myindha 村
� 僧院の折り畳み写本より収集 ＊
 ��


 ����年 文化省『国家版大
マハーギータ
歌謡　第 �巻』 �
�

� ���
年 文化省『国家版大
マハーギータ
歌謡　第 �巻』

� ��
�年 文化省『国家版大
マハーギータ
歌謡　第 �巻』

�� ��

年 ズエーサーペー出版社『マハーティーリゼーヤトゥラ・ミャワ
ディ卿

ミンジー
ウー・サのミャワディ文集と歌謡集』 以下『ウー・サ

の文集と歌謡集』 ＊

  �
�
�

�� ��
�年 ベールワ・サヤー・ティン『歌
ギータ
謡学の基礎』 

�

�� ��
�年 文化省『国家版大
マハーギータ
歌謡 第 �，�，�巻合本 』 第 �刷 �
�

�� ��
�年 オウンキン他『王宮用大
マハーギータ
歌謡集』 第 �刷 
��

�� ���
年 マナワ『大
マハーギータ
歌謡大全』 第 �刷 �
�

�� ����年 ミィンチィ編，ウェッマスッ郡長『著名歌
ギータ
謡作品全集』＊ ��


［出典］筆者作成。



  同一の題名でひと続きの作品の中には，複数の作品として分けて数えられるものもあり，ここでは
筆者の判断で別作品と数えたものを �篇とした。従って，数え方によっては作品数は前後する。



  貝葉の『大歌謡の世界』と作品数が一致していないのは，貝葉と部分的な異同 頁の有無等 があ
るためである。


�  チャウセーから西方に �マイルほどの村。

�  この刊本中では �
�の作品に分けられているが，さらにそれぞれの作品が複数の作品に分けられて

別々に演奏されているものもあり，数え方により作品数はこれより多くなる。
��  『大

マハーギータ
歌謡大全』［Pyone Cho ��
�］のことを指すと考えられる。



井上さゆり：ビルマ古典歌謡におけるジャンル区分の形成

て �巻から �巻までが出版され，その �巻の
合本が ��
�年に出版された。この『国家版
大
マハーギータ

歌謡』が現在まで版を重ね，現在，文化大
学，芸能学校等でテキストとして使用され，
政府主催の芸能コンクールでも使用されるテ
キストとなっている。これは，掲載作品数が
�
�篇と，他の大部の歌謡集に比べてかなり
少なく，薄い教科書のような作りである。「そ
れぞれの版で言葉遣いや配置の異本が色々現
れ，学者達もそれぞれが気に入ったものを演
奏し，使用している」［Hla Shwe ����: ��］
と指摘されているように，必ずしも『国家版
大
マハーギータ

歌謡』に統一されている状況ではない。現
在でも年配の演奏家の中には，『歌

ギー タ

謡浄化の
書』等の他の歌謡集で学んだ人も多く，『国
家版大

マハーギータ

歌謡』で採用されている綴り字等を嫌
う演奏家もいる。『国家版大

マハーギータ

歌謡』の編集・
歌詞の校正にかかわった人物の中には，音楽
を専門としない文学専門の学者も含まれてお
り，綴り字等が旋律からは明らかに不適切な
箇所もある。実際，筆者が ����年から ����

年にかけて文化大学で学んだ際には，『国家
版大

マハーギータ

歌謡』に掲載されていない �篇の作品
が，欠かすことのできない歌謡として教育に
組み込まれていた�� 。このことは，現在の音
楽家にとって「主要」と感じられている曲が
『国家版大

マハーギータ

歌謡』に全て収められているわけ
ではないことを意味する。
刊本の発行状況をまとめると，����年に

『大
マハーギータ

歌謡の世界』が刊行されて後，����年
代から ��年にかけて個人や一般の出版社に
よって歌謡集が発行され，����年には国が
歌謡集編集に取り組み始めていることが分か
る。それ以降も，各歌謡集は版を重ね，����
年には，貝葉写本で最大の歌謡集として取り
上げた『著名歌謡作品全集』［NL ����］が
刊行された。表 �に示した歌謡集のうち，貝
葉を刊行した『ウー・サの文集と歌謡集』は
個人の作品集であるのでこれを除き，『国家
版大

マハーギータ

歌謡』の � �巻と合本をひとつとして数
えると，全 ��点の歌謡集刊本のうち，題名
に「大歌謡 マハーギータ 」と記載されて

表 �．歌謡集刊本の出版年

出版年
歌謡集

���� ���� �� �� �� �� �� �
 
� 
� 

 
� 
� 
� 

 �
 �� �� �
 ��

『大
マハーギータ
歌謡の世界』 �st

『新大
マハーギータ
歌謡』 �st �nd

『歌
ギータ
謡浄化の書』 �st �nd �rd �th �th 
th

『大
マハーギータ
歌謡大全』 �st 
th 
th

『王宮の大
タチンジー
歌謡集』 �st

『後に見つかった古い大
タチンジー
歌謡』 �st

『国家版大
マハーギータ
歌謡』

�st
�

�st
�

�st.
�

�nd
� �

�th
� �

�th
� �

『ウー・サの文章と歌謡集』 �st

『音楽科学の基礎』 �st

『王宮用大
マハーギータ
歌謡集』 �st

『大
マハーギータ
歌謡大全』 マナワ �st

『著名歌謡作品全集』 �st

（括弧内は巻数を示す）
［出典］上記歌謡集より筆者作成。

��  「ミンガラーティリ」で始まる編み歌［Ba Cho ��

: �� ��］，「ニョニョサインザイン」で始まる
パレー調律種のパッピョー［Ba Cho ��

: ���］の �篇の歌唱法を，『歌

ギータ
謡浄化の書』から学んだ。

また，筆者が確認できた歌謡集においては掲載されていない「テーザゴウン」で始まるパッピョー
を，教師から手書きで写させられてその歌唱法を学んだ。この作品は，歌詞も現在の散文に近く，
植民地時代以降に作られた新しい作品であると教えられた。
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いるものは 
点，「大歌謡 タチンジー 」と
記載されているものは �点，「歌謡 ギータ 」
と記載されているものが �点ある。これら

の名称のもとに，歌謡作品群が包括されてい
るといえる。そして，いずれの歌謡集刊本も，
作品をジャンルごとに掲載している。

表 ��．『国家版大
マハーギータ

歌謡』の構成

ジャンル　

　作者名

弦
歌
編
み
歌

承
前
歌

パ
ッ
ピ
ョ
ー

ア
ユ
タ
ヤ
歌

モ
ン
歌
謡

四
穴
音
付
着
歌

馬
術
歌

釈
尊
賛
歌

カ
レ
ン
族
歌
謡

夫
哀
歌

重
畳
歌

八
十
音
歌

合
計

ウー・サ �� �  � ��  
 � �  ��

パデータヤーザー  
  �   


レッウェーノーヤター  �   �

王子マウンコウッテー  �   �

ピンズィ王子  �  � ��  �


タヨウッウン  �  �   �

ウー・ルンペー  �   �

メーロウッ  �  �  �   �

ウー・バガレー �   �

ンゲートーウン  �  �   �

シンルイン  �   �

シンワラ  �   �

ゼーヤパテ貴
アマッ
族  �   �

ウー・ミンアウン  �   �

ビャーティーセー村領主ウー・ルンペー  �   �

フラインテイッカウンティン  � �   �

ウー・マウンガレー  �   �

ミングン王子  �   �

ウー・ネーウー  �   �

マミャガレー  �   �

ピィー・ミン  �   �

ターヤーワディー・ウー・ワイン  � �   �

ウー・チャウケー  �   �

大臣夫人キンソウン  �   �

パカン王子  �   �

ウー・タウンボー  �   �

ウェッマスッ郡長  �   �

スィングー王の王妃メーミン �   �

ウー・ポンニャ �   �

作者未詳 �� 
  � �� �
 
 � � � � �  
�

総作品数 �� � �� �
 �� 
 � � � � � � � �
�
［出典］『国家版大

マハーギータ

歌謡』［Ministry of Culture ��	�］より筆者作成。
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表 ��．歌謡集の構成

歌謡集 『歌謡題名数の御記録』
��
�

『大
マハーギータ
歌謡の世界』

����
『著名歌謡作品全集』

���

『国家版大

マハーギータ
歌謡』

��
�

ジャンル � 弦
チョー
歌 弦

チョ ー
歌 弦

チョ ー
歌 弦

チョ ー
歌

� 編
ボ エ
み歌 編

ボ エ
み歌 編

ボ エ
み歌 編

ボ エ
み歌

� 承
タチンガン
前歌 承

タチンガン
前歌 承

タチンガン
前歌 承

タチンガン
前歌

� ― 鼓
パッ・タチンガン
承前歌 鼓

パッ・タチンガン
承前歌＊ 鼓

パッ・タチンガン
承前歌＊

� パッピョー パッピョー パッピョー パッピョー


 ア
ヨ ー ダ ヤ ー
ユタヤ歌 ア

ヨ ー ダ ヤ ー
ユタヤ歌 ア

ヨ ー ダ ヤ ー
ユタヤ歌 ア

ヨ ー ダ ヤ ー
ユタヤ歌


 タ
タ ラ イ ン ・ タ ン
ライン族歌謡 モ

モ ン
ン歌謡 モ

モ ン
ン歌謡 モ

モ ン
ン歌謡

� テ
テ イ ン ガ ー ・ タ ン
インガー氏歌謡 テインガー氏歌謡 テインガー氏歌謡 ―

� 重
テ ー ダ ッ
畳歌 重

テ ー ダ ッ
畳歌 ― 重

テ ー ダ ッ
畳歌

�� 四
レード ゥ エ タ ン カ ッ
穴音付着歌 ― 四

レードゥエタンカッ・チン
穴音付着歌 四

レード ゥ エ タ ン カ ッ
穴音付着歌

�� ダ
デ イ ン ・ タ ン
ウェー語歌謡 ― ダ

デ イ ン ・ タ ン
ウェー語歌謡 ―

�� 夫
ボーレー
哀歌 ― ― 夫

ボーレー
哀歌

�� 馬
ミィンギン・チョー
術弦歌 ― ― 馬

ミィンギン
術歌

�� 釈
ローカナッ・レ
尊賛歌 ― ― 釈

ロ ー カ ナ ッ
尊賛歌

�� 主
タ ン ダ ウ ッ
音回帰四行詩 ― 主

タ ン ダ ウ ッ
音回帰四行詩 ―

�
 ― ― 八
シッセ ー ポ ー
十音歌 八

シッセ ー ポ ー
十音歌

�
 ダ
ダ ウ ェ ー ・ タ ン
ウェー地方歌謡 ― ― ―

�� 変
テーピャウン・テートゥエ
わり歌・緩慢歌 ― ― ―

�� 緩
テートゥエ
慢歌 ― ― ―

�� 変
ボーレー ピ ャ ウ ン
わり夫哀歌 ― ― ―

�� 精霊を招く四
ル ー タ ー
音朗詠詩 ― ― ―

�� 精霊を招く弦
チョー
歌 ― ― ―

�� 精霊をなだめる歌 ― ― ―

�� 歌声のよい精霊歌 ― ― ―

�� 季
ヤ ド ゥ
節詩 ― ― ―

�
 一
チャウッタロンタン
個の石の歌 ― ― ―

�
 大
パルエジー・チン
笛の歌 ― ― ―

�� 大
テージン
歌 ― ― ―

�� 四
ル ー タ ー
音朗詠詩 ― ― ―

�� ― ― 憂
レヤイッ・タン
奏歌�� ―

�� ― ― 燭
ミークエッカ・タン
台舞踊歌 ―

�� ― ― デーケーリー�� 歌謡 ―

�� ― ― 緩
テートゥエ
慢歌 ―

�� ― ― 合
エー・ジン
唱歌 ―

�� ― ― 筏
ア ン ・ ジ ン
乗り歌 ―

�
 ― ― 哀
タン・ジン
歌 ―

�
 ― ― 帆
フルイン・タン
走歌 ―

�� ― ― 歌
テー

―

�� ― ― 主
タ ピ ャ ン
音回帰詩 ―

�� ― ― 両
ポ ン ジ ー・タ ン
面太鼓歌 ―

�� ― ― 御
フレー・チン
船歌 ―

�� ― ― 芝
ザッライ・タンゾウン
居用の歌 ―

�� ― ― カ
カ イ ン ・ オ ー
レン族歌謡

［出典］貝葉［NL barnard���	］，［UCL pe�����］，［NL ����］，刊本『国家版大
マハーギータ

歌謡』［Ministry of Culture ��	�］より筆者作成。
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�　歌謡集刊本の構成
歌謡集の刊本のうち，『国家版大

マハーギータ

歌謡』を
取り上げ，その構成を見てみる。先にも述べ
たように，この刊本は，歌謡集の中で最も整
理され，各界の識者によって議論を重ねられ
た結果作られた国家版として位置づけられて
いる。この歌謡集の構成を表 ��に示した。
表 ��に示したように，『国家版大

マハーギータ

歌謡』に
おいても，先に見た『大

マハーギータ

歌謡の世界』，『著名
歌謡作品全集』と同様，弦

チョー

歌とパッピョーに
属する作品が多く，全体の ��％を占めてい
る。作者が最も多いのはやはりパッピョー
で，パッピョーの作者数は ��名である。ま
た，作者個人が手がけているジャンルの数で
はウー・サが 
種であり，これまで見てきた
歌謡集と同様にここでもウー・サが最も多
い。作者の中で作品数が最も多いのもウー・
サで，彼の作品が全体の ��％を占めている。
以上，貝葉及び刊本の歌謡集について見
てきた中で，��
�年に『歌謡題名数の御記
録』において歌謡ジャンル名の区分がはっき
りと確認できて以降の貝葉である『大

マハーギータ

歌謡の
世界』 ���� ，『著名歌謡作品全集』 ���
 ，
及び刊本の代表として取り上げた『国家版
大
マハーギータ

歌謡』 ��
� において，歌謡がジャンル
ごとに掲載されていることが分かった。この
�点の歌謡集に掲載されたジャンル名を表 ��
に示した。鼓

パッ・タチンガン

承前歌 表中＊印の箇所 は『著
名歌謡作品全集』と『国家版大

マハーギータ

歌謡』では

「承
タチンガン

前歌」の項目に入れられているが，作品
名には「承

タチンガン

前歌」と記載されず，「鼓
パッ・タチンガン

承前歌」
と記載されているので，ここではジャンル名
として記載した。
表 ��を見ると，ジャンル名は合計 ��あ
り，�点の歌謡集で共通しているジャン
ルは弦

チ ョ ー

歌，編
ボ エ

み歌，承
タチンガン

前歌，パッピョー，
ア
ヨ ー ダ ヤ ー

ユタヤ歌，モン歌謡の六つである�� 。『歌
謡題名数の御記録』中の「タ

タ ラ イ ン ・ タ ン

ライン族歌謡」
の「タライン族」は「モン族」の旧称で，「モ
ン歌謡」と同じジャンルを指す。この六つ
のジャンルと鼓

パッ・タチンガン

承前歌を合わせた作品数の
それぞれの歌謡集における割合は，『歌謡題
名数の御記録』で ��％，『大

マハーギータ

歌謡の世界』で
�
％，『著名歌謡作品全集』で 
�％，『国家
版大

マハーギータ

歌謡』で ��％であり，歌謡集のほとん
どがこれらのジャンルで占められているとい
えよう。そして，その他のジャンルは歌謡集
間でかなり異なる。それらのジャンルは作品
数も少なく，先の大多数のジャンルが「主要」
であると位置づけるとすると，「小さな」ジャ
ンルと位置づけられよう。たとえば，『歌謡
題名数の御記録』と『国家版大

マハーギータ

歌謡』に掲載
されている「馬

ミィンギン・チョー

術弦歌」と「馬
ミィンギン

術歌」という
ジャンルは同じものであるが，これの演奏形
式は弦

チョ ー

歌として演奏される曲と同じである。
演奏される場が，馬術を競う式典であるため
に「馬

ミィンギン・チョー

術弦歌」または「馬
ミィンギン

術歌」と呼ばれて，
弦
チョー

歌から細分化されたものと位置づけること

��  表紙と本文中では綴りが異なり，表紙は「le.yaikthan lX.Ôuik'sM」，本文中では発音は同じだが「le.
yaikthan lF'.Ôuik'sM」と綴られている［NL ����: Daa:(k)-Dhu(k)］。音楽事典などでも言及されて
いないジャンルであり形式も不明である。

��  この名称の曲は �曲しか見つからず，また語源も不明であった。しかし，同じく『著名音楽作品全集』
に掲載されているパッピョー「女性を詠んだデーケーリー歌謡・パッピョー」［NL ����: san(w)］
と歌詞が全く同じであるので，パッピョーを細分化したものではないかと思われる。

��  コックス Sherry Lee Cox は，「�
��年代の後半，バジードー王の宮廷竪琴奏者ミャワディ・
ウー・サが『マハーギータ』として知られるようになった古い歌を収集した。それ以降，『大歌謡
解説 Maha Gi-ta. Ahpwin 』，『歌

ギータ
謡浄化の書 Gi-ta. Wi. dhaw. Dani: Jan: 』，『大

マハーギータ
歌謡大全 Maha 

Gi-ta. Paun: Hcou' Ji: 』，『歌
ギータ・
謡研
トゥテイタナ
究 Gi-ta. Dhu-Tei-Tana 』筆者はこの歌謡集を確認できなかっ

た ，『国家版大
マハーギータ
歌謡 Nain-Ngan-Daw-Mu Maha Gi-ta. 』というタイトルのもとに印刷された古

い歌の多くの版が出されてきた」と述べる［Cox ����: ��］ 書名の括弧内表記は原文通り 。コッ
クスは，以上の刊本について，いずれの文献にも掲載されているのは弦歌，編み歌，承前歌，パッ
ピョー，アユタヤ歌，モン歌謡の六つの区分 classifi cations であり，さらにそれぞれその他の
歌謡の区分も掲載していると述べている［Cox ����: ��］。
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ができる。つまり，ジャンル区分の基準は，
いずれのジャンルにおいても共通しているわ
けではなく，主要なジャンルから内容や演奏
の場に基づいて細分化されたジャンルもある
ことが分かる。そのようなジャンルや，作品
数が少ないジャンルは，歌謡集において記載
されたりされなかったりすることが指摘でき
る。歌謡集によって作品がどのジャンルに帰
属させられるかは，その作品が以後の歌謡集
において掲載されるかされないかの可能性に
も関係するといえよう。

Ⅵ．結論

本稿では，歌謡集が編集されてきた過程を
検討し，大歌謡と呼ばれる歌謡作品群がいく
つかの歌謡ジャンルに分けて整理されるよう
になった過程を明らかにしてきた。
現在では，古典歌謡として認識されている
作品群は，大歌謡と総称され，大歌謡は複数
のジャンルから成るものとして認識されてい
ることをまず確認した。大歌謡という言葉は
����年に現れたことが指摘されていたが，ジャ
ンル区分についてはいつ頃からなされるよう
になったのかは明らかにされていなかった。
従来の研究においてほとんど使用されてこ
なかった ����年代以前の一次資料，とくに
貝葉を検討することによって，歌謡作品群の
整理と記録がいくつかの段階を踏んでなされ
てきたことが分かった。そして，��
�年の『歌
謡題名数の御記録』以前と以後で，歌謡集
の形に大きな変化があることが指摘できた。
��
�年以前の歌謡集においては，古い作品
として伝えられている歌謡，精霊歌のように
特定の儀礼に関した歌謡，あるいは，ある個
人の作った歌謡がひとつの歌謡集として編集
されており，歌謡作品群を全体として包括す
る形の歌謡集は作成されていなかった。また，
個々の作品にジャンル名が記載されているわ
けでもなかった。

��
�年の『歌謡題名数の御記録』におい

て，歌謡作品が目録化されたことは，後の大
歌謡という作品群の認識の基礎になったと考
えられる。����年の『ウー・サの文集と歌
謡集』の編集を命じたのも，『歌謡題名数の
御記録』の編集を命じたのも，ミンドン王で
あった。ミンドン王が編集を命じた両貝葉に
挟まれた ����年から ��
�年の期間に，歌謡
作品がひとつの総体として認識されたと推察
できる。また，『歌謡題名数の御記録』では，
『ウー・サの文集と歌謡集』には記載されて
いないパッピョーというジャンル名も記載さ
れており，全ての作品がジャンルごとに目録
化されていたことから，作品をいずれかの
ジャンルに帰属するものとする認識が確立し
ていたことが分かる。
その後の歌謡集である『大

マハーギータ

歌謡の世界』
����年 や『著名歌謡作品全集』 写本年

���
年 では，『歌謡題名数の御記録』と同
様の構成でもってジャンルごとに作品が整理
されている。その後，����年代以降に歌謡
集の刊本が盛んに作られたが，それらの構成
はこの �点の貝葉の構成をほぼ踏襲している。
歌謡の全体像を包括する言葉である大歌謡
という言葉が ����年の『大

マハーギータ

歌謡の世界』で
現れた後，その後しばらくは，新しく作られ
た歌謡作品をも含んでいった。����年代初
頭まで，新しく作られた作品の一部が歌謡集
に収められ，現在，大歌謡の作品として演奏
されているものもある。しかし，歌謡集が刊
行される度に大歌謡の範囲は固定化し，新し
く作られる大歌謡形式の作品は大歌謡の中に
は含められなくなっていった。��
�年代以
降は国家によって，さらに作品を取捨選択し
異本の統一を目指した『国家版大

マハーギータ

歌謡』が編
集され，これが現在，文化大学や芸能コンクー
ルなどで使用される公定テキストとなること
で，大歌謡の範囲ははっきりと定められたと
いえる。
以上，歌謡が記録される過程を追った中で，
歌謡集の中でなされていたジャンル区分を見
ると，弦

チョー

歌やパッピョーなどの，作品数が圧
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倒的に多く，どの歌謡集にも掲載されている
「主要な」ジャンルと，歌謡集によっては掲
載されていない場合もある，主要なジャンル
から細分化されたジャンルや作品数の少ない
小規模なジャンルのような「小さな」ジャン
ルとの二種類に分けることができた。このこ
とから，ジャンル区分が，一定の基準によっ
てなされたわけではないこと，主要なジャン
ルが認識され区分されることによって，そこ
から排除される形でジャンル名を付されたも
のがあるのではないかということが推察され
る。また，歌謡集によっては，「小さな」ジャ
ンルは記載されない場合があることから，こ
のようなジャンルに帰属するものとしていず
れかの歌謡集で分類されることによって，後
の歌謡集に含められなくなってしまった作品
があることも考えられる。
一方，作者に注目すると，『歌謡題名数の
御記録』 ��
�年 には作者名は記載されて
いないが，『大

マハーギータ

歌謡の世界』 ����年 以後
の歌謡集において，ウー・サの作品が作品数
において他の作者を圧倒して比重が大きく，
歌謡のジャンル数も，ウー・サによって広げ
られていた。このことに基づくと，ウー・サ
が後に様々なジャンルに分類されることに
なった多様な作品を大量に作ったことが，逆
に歌謡作品群をひとつの総体としてまとめる
認識を引き起こしたという仮説を立てること
ができるのではないだろうか。
また，ジャンルは演奏形式の解釈の方法で
あると筆者は考えており，現在でもどのジャ
ンルに属するかはっきりしない作品があるこ
とから，本来，個々の作品とその演奏形式の
関係は自由であったのではないかという仮説
を筆者は立てている。歌謡集の中で個々の作

品が特定のジャンルに帰属するものとして分
類されていくことによって，個々の作品の演
奏形式が固定化してしまい，そのことがさら
に，ジャンル区分を疑う余地のないものとし
て認識させていくことになったのではない
か。今後は，個々の作品とその演奏形式の分
析を加え，以上の問題と仮説について検証し
ていくことを課題としたい。
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. Thabba 
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thachin 37mN':nt'sMsIKYN': �
精霊の歌 ．
NL kin���
 Sa, U. n.d. Myawadi mingyi, min-ahse 

hset yei-tha hsethwin-dhi sa-zu RmwtImN':ÛkI:

/mN':aCk'Ck' er:sA:Ck'sWN':sF'äcAcu

ミャワディ卿が歴代の王に書き贈った
文集 ．

NL taung
��
 n.w. ����. An-gyin-mya an'KYN':mYA: 筏乗

り歌 ．
NL taung�

�
 n.w. n.d. Nat-chin nt'KYN': (rF':cA:BWX.rkn')

精霊の歌 ．
UCL pe���
�
 Sa, U. ����. Thounze-hkuna min nat-

hnyun nat-than 37mN':nt'Fôn'.nt'sM �
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UCL pe���
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マハーギータ

歌謡の世界 ．
UCL pe�����
 Sa, U. ���� Myawadi mingyi thachin luta 

yadu zat-zaga zu RmwtImN':ÛkI:sIKYN':lU:tA:

rtujAt'ckA:cu ミャワディ卿の歌謡，
四音朗詠詩，季節詩，戯曲の台詞集 ．

UHRC �
�.
 Sa, U. ����/��. no title Myawadi mingyi 
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UKMT pe�
 n.w. n.d. 弦歌 ．
UKMT pe�
 n.w. n.d. Pathama, thachingan-gyi, 

thachingan-lat, thachingan-nge, nat-

thachingan, hmat-su-daw pQm/sIKYN':KMÛkI:/

sIKYN':KMlt' sIKYN':KMNy'/nt'sIKYN':KM/mHt'cuetA'

 第一巻，大承
タ チ ン ガ ン

前歌，中承
タ チ ン ガ ン

前歌，小

 承
タチンガン

前歌，精霊承
タチンガン

前歌の記録 ．
UKMT pe�
 n.w. n.d. Awa min lettek yei, may-bhwe 

thachingan-gyi paya awmN':l¾k'er/my'

BWXsIKYN'KM
��
ÛkI:BurA: インワ王時代に書

 かれた女性を思う大承
タチンガン

前歌 ．
折り畳み写本
NL pu�
. Thachingan gyi parabaik sIKYN':KMÛkI:cupur

 puik' 大承
タチンガン

前歌集 ．
NL pu���.
 � ounze-hkuna min nat-than 37-mN':nt'sM

�
精霊の歌 ．
NL pu���.
 Ayatyat thachingyi parabaik paya arp'rp'

 sIKYN':ÛkI:purpuik'BurA: 諸々の大
タチンジー

歌謡の折
り畳み写本 ．
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NL pu���.
 Thami-daw myat yadana mya-pahket-
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NL pu���.
 Wunshindaw Myawadi myoza mingyi, 
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paya wn'ÔHN'etA'RmwtIÚmáiåcA:mN':ÛkI:/arp'rp'cI

kun':er:sA:sF'/sIRKN':purbuik'BurA:/ 軍司
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NL pu���.
 Weithandaya cho hlei-gyin ewsÓ½rAKYái:elHKYN':
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NL pu���.
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の折り畳み写本 ．
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 37mN':nt'sM ミャワディ町領主 卿
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の詠
んだ �
精霊の歌 ．表紙のみ．

UCL pbk��

.
 Yadu lutha lokanat tya-tyan tei-than thachin 

rtulU:tA:elA'knt'tYAsMet:sMsRKN':
��

��  「thachingan-gyisIKYN'KMÛkI:」の「gan KM」の箇所の綴り不鮮明。
��  表題が後からペンで記載されている様子。
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